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いちじょこさん１５０年祭

　今年は、一條神社が江戸幕末の文久2年（1862

年）に創建され、一條大祭が始まってから150年

になります。これを記念して、9月から「いちじょ

こさん150年祭」が始まり、12月までに15のイベ

ントが行われます。

　9月16日、「よさこい四万十2012」が中村のま

ちなか５会場で開かれ、市内外から9チームが参

加。一條神社にも元気な踊りを奉納しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６ページ）
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※上記浸水深図のポイント
１.平成24年8月29日内閣府が公表した11ケースの内、四万十市において最大の津波高となるケース⑤を基に推

計した結果です。

・ケース⑤：四国沖～九州沖に大すべり域を設定（四万十市の最大津波高22ｍ）

２.この推計は、10ｍメッシュ単位の微細な地形変化を反映したデータを用い、内閣府が公表したものです。

３.今回は「最終防潮機能あり」の条件で推計を行っています。

※1　「最終防潮機能あり」とは、堤防（水門含む）条件について評価するが、津波が現況の堤防を越えた時点で

堤防が機能しなくなる（破堤、堤防なし）としている。

※2　前回の公表は「最終防潮機能なし」の条件であったため、前回と比べ浸水しない地域や、浸水深が低く

なった地域が見受けられる。

※3　詳細な浸水想定については、現在、高知県が作業中であり最終防潮機能がある場合と、ない場合につ

いてシミュレーションを行い年内には発表される予定。（「最終防潮機能なし」では浸水範囲が拡大す

るもの）

南海トラフ巨大地震
津波浸水深図（四万十市最大ケース　津波高22ｍ）
南海トラフ巨大地震
津波浸水深図（四万十市最大ケース　津波高22ｍ）

浸水深(m)

■20.0 ー
■10.0 ー 20.0
■ 5.0 ー 10.0
■ 2.0 ー 5.0
■ 1.0 ー 2.0
■ 0.3 ー 1.0
■ 0.01ー 0.3

内閣府 第２次報告
8月29日公表
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■
内
閣
府
が
新
た
な
想
定
を
発
表

　

今
年
３
月
31
日
に
第
１
次
報
告
と
し
て

内
閣
府
が
発
表
し
た
震
度
分
布
・
津
波
高

（
50
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
）の
推
計
結
果
で
は
、本
市

に
お
い
て
最
大
震
度
７
、
最
大
津
波
高
は

26
・
７
ｍ
と
い
う
衝
撃
的
な
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
２
次
報
告
は
、10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
単

位
の
微
細
な
地
形
変
化
を
反
映
し
た
デ
ー

タ
を
用
い
、津
波
高
や
陸
域
に
遡
上
し
た
津

波
の
浸
水
域
、
浸
水
深
を
推
計
し
た
も
の

で
、前
回
に
比
べ
津
波
高
の
精
度
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
県
で
は
こ
の
デ
ー
タ
を
基

に
、よ
り
詳
細
な
津
波
浸
水
想
定
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
お
り
、年
内
に
は
発
表
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
、本
市
に
お
け

る
最
大
震
度
は
７
、最
大
津
波
高
に
つ
い
て

は
前
回
を
下
回
る
22
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
高
知
県
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、
５
ｍ
〜

10
ｍ
を
超
え
る
大
き
な
津
波
は
地
震
発
生

後
20
分
〜
30
分
で
到
達
す
る
ほ
か
、継
続
的

に
長
時
間
続
く
と
の
推
計
結
果
か
ら
も
、引

き
続
き
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

う
被
害
に
つ
い
て
は
、最
大
の
ケ
ー
ス
で
建

物
の
倒
壊
等
が
約
２
３
８
・
６
万
棟
（
高
知

県
約
23
・
９
万
棟
）
、
死
者
に
つ
い
て
は
約

32
・
３
万
人（
高
知
県
約
4.2
万
人
）と
極
め
て

甚
大
な
被
害
想
定
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、人
的
被
害
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ

け
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
注
意
点
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
数

値
は
、「
現
時
点
の
最
新
の
科
学
的
知
見
に

基
づ
き
、
発
生
し
う
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
・
津
波
を
推
計
し
た
も
の
」
で
、「
現
在
の

デ
ー
タ
の
集
積
状
況
と
研
究
レ
ベ
ル
で
は
、

そ
の
発
生
時
期
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、そ
の
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
も

の
」で
あ
り
、「
南
海
ト
ラ
フ
に
お
い
て
次
に

発
生
す
る
地
震
・
津
波
で
あ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
」と
い
う
点
で
す
。

　

市
政
の
目
標
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
い

の
ち
を
守
る
ー
安
心
・
安
全
な
四
万
十
市
を

め
ざ
し
て
」
に
基
づ
き
、
市
で
は
、
今
回
の

デ
ー
タ
も
考
慮
し
な
が
ら
、引
き
続
き
防
災

に
関
す
る
計
画
の
見
直
し
や
策
定
を
行
い

つ
つ
着
実
に
地
震
・
津
波
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

新
た
な
公
表
に
つ
い
て

　
　

 

（
内
閣
府 

第
２
次
報
告
）

　

９
月
２
日（
日
）、下
田
・
八
束
地
区
で
、津
波

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
同
地
区
の
自
主
防
災
組
織
を
中

心
に
、
地
域
住
民
や
地
元
消
防
団
、
警
察
署

な
ど
約
１
４
０
０
人
が
参
加
し
、午
前
８
時

50
分
に
鳴
ら
さ
れ
た
消
防
サ
イ
レ
ン
を
合

図
に
、各
々
が
定
め
た
避
難
場
所
へ
避
難
し

な
が
ら
経
路
や
所
要
時
間
の
確
認
を
し
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

悪
天
候
で
訓
練
が
で
き
た
こ
と
は
、い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、新
た

な
課
題
を
見
つ
け
る
意
味
で
も
良
い
条
件

と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
自
主
防
災
組
織
の
中

に
は
、要
援
護
者
の
避
難
を
考
え
る
た
め
に

試
験
的
に
車
を
使
っ
て
避
難
し
た
地
区
や
、

家
に
避
難
済
み
の
目
印
と
な
る
旗
を
立
て

た
地
区
、
炊
き
出
し
や
消
火
訓
練
、
住
民
の

安
否
確
認
な
ど
を
取
り
入
れ
た
り
、ま
た
竹

島
小
学
校
と
保
育
所
で
は
園
児
・
児
童
の
避

難
訓
練
に
加
え
、教
職
員
や
地
域
住
民
を
対

象
と
す
る
防
災
講
演
会
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

実
際
の
地
震
津
波
を
見
据
え
た
有
意
義
な

訓
練
が
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
四
万
十
川
赤
鉄
橋
下
の
河
川

敷
で
中
村
地
区
防
災
連
絡
協
議
会
に
よ
る

合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、旧
中
村
町
内
か

ら
約
１
８
０
名
が
参
加
。消
火
訓
練
や
土
の

う
訓
練
な
ど
の
体
験
の
中
で
災
害
へ
の
備

え
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
訓
練
の
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い

た
貴
重
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、今
後
は
夜
間

や
冬
期
な
ど
様
々
な
場
面
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
継
続
的
に
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

下
田
・
八
束
地
区

津
波
避
難
訓
練

【２～３ページについての問い合わせ先】（市）総務課 防災対策係　☎（35）2044

津蔵渕

下田とまろっとへ

赤鉄橋下
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日　時　11月10日（土）　９時30分～15時（開場：9時）　

場　所　土佐西南大規模公園体育館（黒潮町入野）

内　容　防災講演会(9時30分～）、防災アイテム作り、防災お仕事体験

　※参加希望者は、上履き、ハサミ、洗った紙パック1ℓ(牛乳パックなど)を持参してください。

　※入場の際には、申し込みをしてポイントラリーをしよう！さらに景品ゲット！

【問い合わせ先】幡多中央消防組合 こども防災フェス担当☎（34）5881

こども防災フェス2012こども防災フェス2012

じしんまん
つなみまん

たいさくくん

ゆうどうくんヘルパちゃんトラフ博士

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
際
、家
屋
や

建
築
物
の
ほ
か
、周
囲
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
が
倒
壊
し
、避
難
す
る
た
め
の
道
路
を

ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
地
震
被
害
に
備

え
る
た
め
、
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
等
に
要
す
る
費
用
に

つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
、日
常
的
に
利
用
し
て

い
る
道
路
に
面
し
た
位
置
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
う
ち
、
壁
が
薄
い
、
大
き
な

ひ
び
割
れ
が
あ
る
等
、安
全
対
策
を
行
な

う
必
要
が
あ
る
も
の
が
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
の
み
の
費

用
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
し
た
後
、
倒

壊
の
お
そ
れ
が
な
い
フ
ェ
ン
ス
等
を
整

備
す
る
費
用
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

下
表
は
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全
対
策
事
業

の
補
助
要
件
で
す
。
各
項
目
を
参
考
に
、

塀
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
表
の
項
目
に
該
当
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
う
ち
、そ
の
地
域
で
避
難
に

利
用
す
る
道
路
に
面
し
て
い
る
も
の
が

補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額
　

１
戸
あ
た
り
上
限
20
万
円

募
集
開
始
　

10
月
29
日（
月
）
　

受
付
時
間
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）

募
集
件
数
　

５
件

　

※

募
集
件
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ブ
ロ
ッ
ク
塀 

安
全
対
策
事
業

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、屋
内
の
家
具
等
の
転

倒
や
落
下
に
よ
る
負
傷
の
危
険
が
あ
る
ほ
か
、家
か
ら
外

に
出
る
際
の
避
難
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

近
い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
に

備
え
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
、
転
倒
防
止
金
具
等
を
取
り
付

け
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、家
具
類
を
固
定
す

る
作
業
を
補
助
す
る
事
業
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
　

象
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

　

(

１) 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

　

(

２) 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
も
の
が
属

　
　
　

す
る
世
帯

　

(

３) 

前
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、取
り
付
け
作
業
が
困

　
　
　

難
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
た
世
帯

■
支
援
内
容

　

市
が
委
託
し
た
法
人
等
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、無
償
で

金
具
取
り
付
け
を
行
い
ま
す
。
作
業
を
行
う
家
具
（
タ
ン

ス
、棚
、冷
蔵
庫
、テ
レ
ビ
な
ど
）は
最
大
４
台
ま
で
で
す
。

　

固
定
金
具
や
取
り
付
け
に
必
要
な
補
助
材
等
の
材
料

費
は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

　

※

借
家
に
お
住
ま
い
の
人
は
所
有
者
の
同
意
が
必
要

　
　

と
な
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
を
市
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
申
し
込
み
〜
取
り
付
け
作
業
実
施
ま
で
、お
お
む
ね

　
　

１
か
月
ほ
ど
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
世
帯
　

30
世
帯

　

（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

家
具
転
倒
防
止
等
対
策
事
業

点検項目

（補助要件）

高　さ

壁の厚さ

鉄　筋

控え壁

基　礎

傾き、ひび割れ

ぐらつき

その他

補強コンクリートブロック塀

2.2mを超えている

10㎝未満（高さ2ｍ以下の場合）

15ｃｍ未満（高さ2ｍを超える場合）

・壁頂、基礎には横に、壁の端部及び隅角部には縦

に、それぞれ直径9㎜以上の鉄筋が入っていない

・壁内に直径9㎜以上の鉄筋が縦横80㎝以内で入っ

ていない

3.4m以内の間隔で、鉄筋が入った控壁が塀の高さ

の1/5以上突出していない

丈が35㎝以上で根入れ深さが30㎝以上の鉄筋コン

クリート造の基礎が無い

組積造（鉄筋のないブロック塀）

1.2mを超えている

各部分の厚さがその部分から壁頂までの垂直距離

の1/10未満

－

4m以内ごとに壁面からその部分における壁の厚さ

の1.5倍以上突出していない、または壁の厚さが必

要寸法の1.5倍未満

根入れ深さが20cm未満

点検内容（１つでも該当する項目がある場合、補助の対象となります）

全体的に傾いている。または幅1㎜以上のひび割れがある

人の力で簡単にぐらつく

塀が土留め壁を兼ねている。または玉石積み擁壁等の上にある

【上記についての問い合わせ・申込先】 (市)総務課 防災対策係　☎(35)2044
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♥

ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

Ｔ
Ｊ
Ｂ
出
店
者
募
集

　

天
神
橋
商
店
街
で
は
、
空
き
店
舗
で
一
定
期
間
お
店
を
開

業
し
て
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得
し
て
も
ら
う「
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
所
在
地

　

四
万
十
市
中
村
天
神
橋
54

■
店
舗
面
積
等

　

店
舗
あ
た
り
面
積
６
〜
７
坪
程
度

■
応
募
資
格

　

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
卒
業
後
、
独
立
し
て
天
神
橋
商

　
　

店
街
に
新
規
開
業
す
る
意
欲
の
あ
る
人

　

②
新
規
開
業
と
な
る
人
、ま
た
は
現
在
の
業
種
・
業
態
の
転

　
　

換
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
人

　

③
原
則
と
し
て
小
売
業
を
行
う
人

■
営
業
時
間

　

10
時
〜
19
時（
定
休
日：

水
曜
日
）

■
契
約
期
間

　

６
ヶ
月
間
を
契
約
期
間
と
し
再
選
考
の
上
更
新
。原
則
と

　

し
て
最
長
１
年
間
を
予
定
。

■
費
用
負
担

　

店
舗
使
用
料：

月
額
６
千
円
〜
８
千
円

　

（
管
理
費
・
水
道
光
熱
費
・
共
益
費
を
含
む
）

　

組
合
費：

月
額
２
千
円

■
選
考
方
法

　

出
店
者
の
選
考
は
書
類
審
査
の
上
、面
接
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者

　

小
売
店（
ミ
シ
ン
販
売
・
修
繕
）、雑
貨
店（
ア
ロ
ハ
服
飾
、小

　

物
等
販
売
）

■
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者（
10
月
か
ら
）

　

整
体
院
、雑
貨
店（
ア
ロ
マ
調
合
・
販
売
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ち
ゃ
れ
ん
じ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｔ
Ｊ
Ｂ
事
務
局（
担
当：

田
中
・
深
瀬
）

0（
３
５
）２
０
１
９

本庁舎ロビー ガラスフィルムを貼りました

　かねてより市民の皆さまから要望のあった、本庁舎1階ロビーの上
部窓ガラスに遮光フィルムを貼りました。
　快適に過ごせるよう直射日光をやさしい光に変え、省エネルギー対
策として季節に応じた断熱・保温効果があり、防災対策としてガラス
飛散防止機能を備えています。

【問い合わせ先】(市)総務課 行政管理係　☎(34)1804

　

市
で
は
、
少
子
対
策
化
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
独
身
男
女
に
出
会
い
の
き
っ
か
け
を

提
供
す
る
た
め
の
街
コ
ン
「
美
味
い
も
ん

ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

in 

四
万
十
」を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

気
の
合
う
新
た
な
友
達
や
す
て
き
な
飲
食

店
と
の
出
会
い
を
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
人
の
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
　

時

　

11
月
25
日（
日
）
　

18
時
〜
22
時

　

（
受
付
・
説
明：

17
時
00
分
〜
17
時
45
分
）

開
催
場
所

　

四
万
十
市
街
地
６
店
舗

（
常
連
、頑
福
、ボ
ン
ゴ
リ
ア
ン
、

曼
陀
羅
屋
、㐂
川
、カ
テ
コ
テ
）

集
合
場
所

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

対
象
者

　

20
歳
〜
49
歳
の
独
身
男
女

　

（
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
）

募
集
人
数

　

男
性
、女
性
と
も
各
50
人
　
　

　

※
先
着
順
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
、市

内
在
住
者
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費（
１
人
）

　

男
性：

５
千
円
　

女
性：

３
千
円

申
込
期
間

　

10
月
10
日（
水
）〜
11
月
５
日（
月
）

申
込
方
法
　

　

郵
送
（
ハ
ガ
キ
、
チ
ラ
シ
の
申
込
書
）
ま

た
は
メ
ー
ル
。

※
必
ず
同
性
２
人
１
組
で
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

生
年
月
日
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号（
自

宅
・
携
帯
電
話
な
ど
昼
間
に
連
絡
が
と

れ
る
も
の
）を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
者
へ
は
、
後
日
詳
細
に
つ
い
て
文

書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
７
８
７
‐
８
５
０
１
　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
４
‐
10

（
市
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

「
美
味
い
も
ん
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

in 
四
万

十
」事
務
局

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

E
-m
a
il:ka
te
ifukusi@

city
.shim
a
nto.lg

.jp

街
コ
ン

「
美
味
い
も
ん
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

in 

四
万
十
」

街
コ
ン

「
美
味
い
も
ん
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

in 

四
万
十
」

街
コ
ン

「
美
味
い
も
ん
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ 

in 

四
万
十
」

平
成
24
年
10
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いちじょこさん150年祭いちじょこさん150年祭

●
開
催
日
　

11
月
22
日
、23
日

　

・
総
会（
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
）

　

・
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
ほ
か
市
内
視
察

■
全
国
京
都
会
議
と
は

　

全
国
の
京
都
と
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
と

京
都
市
と
が
交
流
を
目
的
に
集
ま
っ
て
出

来
た
会
議（
サ
ミ
ッ
ト
）。１
９
８
５
年（
昭

和
60
年
）に
23
市
町
で
発
足
し
、現
在
の
加

盟
は
48
市
町
で
事
務
局
は
京
都
市
観
光
協

会
内
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

■
加
盟
基
準

　

１
．
京
都
に
似
た
自
然
や
景
観
な
ど
が

あ
る
。 

　

２
．
京
都
と
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が

あ
る
。 

　

３
．伝
統
的
な
産
業
、芸
能
が
あ
る
。

■
発
足
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

昭
和
57
年
、
中
村
市
か
ら
２
人
の
正
装

し
た
男
性
が
京
都
市
観
光
協
会
を
表
敬
訪

問
。
一
條
大
祭
に
使
用
す
る
御
神
火
を
下

鴨
神
社
か
ら
受
け
取
る
た
め
で
し
た
。

　

当
時
の
観
光
協
会
の
会
長
が
京
都
と
の

繋
が
り
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
切
に
し
て

い
る
ま
ち
が
あ
る
こ
と
に
感
銘
し
、
こ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
３
年
後
、
全
国
京
都

会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

御
神
火
拝
受
は
、
現
在
で
も
続
け
ら
れ

て
お
り
、今
年
で
30
年
に
な
り
ま
す
。

■
開
催
場
所

　

毎
年
い
ず
れ
か
の
加
盟
自
治
体
で
開

催
。
発
足
後
３
年
間
は
京
都
市
で
開
か
れ

ま
し
た
が
、
最
初
の
地
方
開
催
と
な
っ
た

第
４
回
（
昭
和
63
年
）
は
中
村
で
し
た
。
以

後
、
中
村
で
は
平
成
11
年
に
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
一
條
神
社
創
建
１
５
０
年
の

節
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
３
回
目
と
し

て
中
村
で
開
く
も
の
で
、
京
都
市
以
外
で

は
、
３
回
も
開
い
た
と
こ
ろ
は
ほ
か
に
あ

り
ま
せ
ん
。そ
れ
だ
け
、中
村
が
小
京
都
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会
　

☎（
３
５
）４
１
７
１

小
京
都
中
村
で

全
国
京
都
会
議

【上記についての問い合わせ先】いちじょこさん150年祭実行委員会（四万十市商店街振興組合連合会）
☎（３５）４８８７（文化センター内）

いちじょこさん将棋大会

アマチュアであればどなたでも参加で
きます。森雞二9段、島井咲緒里女流2段
を迎えての特別指導対局もあります。

11月3日　天神橋商店街
受付：9時30分～　開会式：10時～ 11月17日　市街地（予定）

18時～21時（受付：17時30分～）

いちじょこさん
お宝博物館

あんなお宝、こんなお宝が商店街に大
集合！

11月3日～25日　商店街内

いちじょこさん祭り
四万十のおきゃく

昔のいちじょこさんを思い出しながら
「おきゃく」で盛り上がろう。お座敷遊
びもあります。

四万十玉姫の会の
おもてなし

日ごろの感謝の意味をこめておかみさ
んたちが心を込めておもてなししま
す。

11月22日　一條神社 12月8日　15時～
中央公民館

いちじょこさん物産市

本市をはじめ、いちじょこさんとゆかり
ある地域のうまいもんがずらり大集合！

11月24日　10時～16時　
一条通商店街

一條神社150年記念講演

「一條氏と長宗我部氏
　　　　の幡多支配」

講師：野本亮 氏
（県立歴史民俗資料館学芸員）

森
雞
二  

九
段

新作
玉姫
まん
じゅ
う

新作
玉姫
まん
じゅ
う

平成22年 京都市での会議（門川大作京都市長） 平
成
24
年
10
月
号
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8
月
16
日
〜
9
月
15
日

８
月
16
日
　

中
村
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
全
日

　
　
　
　
　

本
小
学
生
大
会
優
勝
報
告

　
　
　
　
　

市
民
大
学

　
　

18
日
　

蕨
岡
地
区
盆
踊
り

　
　

19
日
　

西
土
佐
満
州
分
村
犠
牲
者
慰
霊
祭

　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
西
土
佐
の
満
州
分
村
を
語

　
　
　
　
　

り
継
ぐ
」

　
　

20
日
　

幡
多
地
域
医
療
道
場
意
見
交
換
会

　
　

22
日
　

行
政
連
絡
会
議

　
　

23
日
　

市
民
大
学

　
　

24
日
　

反
貧
困
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
要
請
受

　
　

25
日
　

納
涼
花
火
大
会

　
　

26
日
　

入
田
元
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

27
日
　

県
産
業
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

　
　

28
日
　

く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
高
知
市
）

　
　
　
　
　

高
知
県
国
保
連
合
会（
同
）

　
　

29
日
　

農
業
委
員
全
員
研
修
会

　
　
　
　
　

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）意
見
交
換

　
　
　
　
　

市
民
大
学

　
　

31
日
　

交
通
安
全
対
策
会
議

　
　
　
　
　

中
村
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
優

　
　
　
　
　

勝
祝
賀
会

９
月
１
日
　

金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

　
　

２
日
　

防
災
訓
練（
下
田
、八
束
、中
村
）

　
　
　
　
　

大
文
字
の
送
り
火

　
　

３
日
　

医
師
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　

臨
時
執
行
機
関
連
絡
会
議

　
　

４
日
　

市
民
大
学

　
　

５
日
　

自
衛
隊
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
協
力
調
印
式

　
　

６
日
　

白
藤
園
敬
老
会

　
　
　
　
　

若
者
等
支
援
地
域
協
議
会

　
　

７
日
　

９
月
議
会
定
例
会（
〜
25
日
）

　
　
　
　
　

救
急
医
療
連
絡
協
議
会

　
　

９
日
　

西
富
山
地
区
敬
老
会

　
　
　
　
　

三
里
地
区
敬
老
会

　
　
　
　
　

一
條
神
社
御
鎮
座
１
５
０
年
記
念
式
典

　
　

11
日
　

高
知
県
町
村
会
協
議

　
　

15
日
　

は
た
フ
ェ
ス
2
0
1
2
in
四
万
十

日
　
　

誌

　

中
村
は
町
に
「
お
」
が
つ
く
、
気
品
と
風
格
、

そ
し
て
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
で
し
た
。

　

最
近
は
あ
ま
り
耳
に
し
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
周
辺
の
者
は
み

な
そ
う
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

私
は
就
職
を
し
て
か
ら
は
、東
京
を
拠
点
と

し
て
、
全
国
を
転
勤
、
出
張
等
で
回
り
ま
し
た

が
、中
村
ほ
ど
の「
ま
ち
ら
し
い
ま
ち
」に
は
出

会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
い
ま
四
万
十
市
の
こ
と
を「
清
流
に
歴

史
と
文
化
を
映
す
ま
ち
」と
言
っ
て
紹
介
を
し

て
い
ま
す
。
四
万
十
川
は
、
全
国
誰
で
も
知
ら

な
い
人
が
い
な
い
く
ら
い
有
名
に
な
り
ま
し

た
。
四
万
十
川
の
魅
力
は
、
と
う
と
う
と
流
れ

る
下
流
域
の
顔
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
魅
力
を
引
き
立
た
せ
て
い
る
の
が
歴

史
と
文
化
の
ま
ち
中
村
で
す
。

　

中
村
の
町
の
最
大
の
特
徴
は
、中
世
室
町
時

代
の
町
割
り
を
い
ま
に
残
し
て
い
る
日
本
で

も
数
少
な
い
町
で
あ
る
こ
と
で
す
。碁
盤
の
目

の
よ
う
な
整
然
と
し
た
街
並
み
は
、全
国
に
数

あ
る
小
京
都
と
言
わ
れ
る
町
の
中
で
も
、そ
の

典
型
、
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
町
の

中
心
に
権
威
の
象
徴
で
あ
る
御
所（
今
の
一
條

神
社
周
辺
）
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の
軸
が
は
っ

き
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
村
の
特
徴
の
も
う
一
つ
は
、町
機
能
が
集

約
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
町
と
は
、

海
、
山
、
里
、
郷
、
村
な
ど
に
対
比
し
て
の
言
葉

で
す
。人
が
大
勢
集
ま
る
と
こ
ろ
、お
店
、娯
楽

な
ど
が
あ
り
、み
ん
な
が
楽
し
む
と
こ
ろ
で
す
。

役
所
、
公
民
館
、
病
院
な
ど
の
公
共
施
設
も
そ

れ
に
付
随
し
て
で
き
ま
す
。

　

中
村
は
地
理
的
、地
形
的
条
件
が
ぴ
っ
た
り

で
し
た
。四
万
十
川
の
大
き
な
支
流
の
合
流
点

に
あ
り
、
道
も
放
射
線
状
に
延
び
て
い
ま
す
。

し
か
も
、周
り
を
川（
堤
防
）で
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
、そ
の
狭
い
一
角
に
町
機
能
が
自
然
に
集

中
し
て
お
り
、外
と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
た
空

間
が
形
成
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。川（
堤
防
）は

都
を
囲
む
城
塞
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

戦
後
の
昭
和
30
〜
40
年
代
以
降
は
、川
を
越

え
た
郊
外
（
具
同
、
安
並
、
古
津
賀
）
に
も
町
機

能
が
分
散
を
し
て
き
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も

今
で
も
赤
鉄
橋
、
後
川
橋
、
佐
岡
橋
を
渡
っ
て

入
っ
て
く
る
と
、外
と
は
空
気
や
臭
い
が
違
う

異
質
の
世
界
に
胸
が
高
ま
り
ま
す
。

　

中
村
の
町
そ
の
も
の
に
は
、ほ
と
ん
ど
生
産

的
な
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。周
辺
の
富

（
農
林
水
産
業
の
富
）
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
栄
え
た
商
業
の
町
で
す
。「
い
ち
じ
ょ
こ

さ
ん
」
の
賑
わ
い
が
そ
の
象
徴
で
す
。
近
郷
近

在
か
ら
人
が
わ
き
だ
し
て
き
ま
し
た
。中
村
の

人
も
自
分
た
ち
の
商
売
は
里
や
郷
の
人
た
ち

の
お
か
げ
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、「
い
ち
じ
ょ
こ
さ

ん
」
で
は
、
三
日
三
晩
の
無
礼
講
で
も
て
な
し
、

恩
返
し
を
し
た
の
で
す
。

　

「
里
も
栄
え
て
街
も
栄
え
る
」
。
町
と
里
、
郷

が
共
存
共
栄
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

町
の
形
成
、
発
展
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
、

町
と
村
と
の
違
い
が
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
と

区
別
で
き
る
と
こ
ろ
は
全
国
ど
こ
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
は
、
中
村
は
町
そ
の
も
の

が
文
化
財
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
一
條
神
社
が
江
戸
幕
末
に
創
建
を

さ
れ
て
か
ら
１
５
０
年
に
な
り
ま
す
。い
ま
そ

れ
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て

い
ま
す
。「
映
像
の
幡
多
」
も
上
映
、
新
し
い
連

続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
も
製
作
中
で
す
。

　

地
域
を
守
り
、
存
続
さ
せ
、
将
来
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、ま
ず
地
元
の
歴
史

や
風
土
、
文
化
を
知
り
、
そ
の
個
性
や
特
質
な

ど
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

「
お
ま
ち
中
村
」の
復
活
な
く
し
て
、四
万
十

市
の
発
展
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

お 
ま 
ち

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

おまち中村（昭和初期）

ご
う

ご
う

平
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年
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【
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
津
波
高
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浸
水
想
定
】

　

８
月
29
日
に
10
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
で
の
第
二
次

報
告
が
内
閣
府
よ
り
公
表
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

る
と
、四
万
十
市
の
最
大
津
波
高
は
、前
回
の

26
・
７
ｍ
か
ら
22
ｍ
へ
と
低
下
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
情
報
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、

「
津
波
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対
策
」「
建
物

の
倒
壊
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
対
策
」「
地
震

災
害
に
強
い
組
織
（
地
区
・
行
政
）
を
つ
く
る

対
策
」を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
、今
議
会

に
４
億
４
千
万
余
り
の
関
連
予
算
を
提
案
し

て
い
る
。
当
初
予
算
と
合
わ
せ
23
億
３
千
万

円
余
り
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
津
波
避
難
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

　

下
田
、
八
束
の
全
地
区
と
古
津
賀
地
区
に

お
い
て
住
民
の
方
々
と
一
周
り
目
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
終
え
た
。
計
12
回
、
全
20
地
区
で

開
催
し
、
総
数
３
９
３
人
の
方
々
に
出
席
を

い
た
だ
き
、
地
区
ご
と
の
実
情
や
避
難
時
の

問
題
点
、課
題
を
抽
出
の
う
え
、そ
れ
に
対
す

る
避
難
方
法
や
必
要
な
整
備
箇
所
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。９
月
以
降
、二
周

り
目
を
行
い
今
年
度
末
の
計
画
完
成
に
向
け

た
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
津
波
避
難
訓
練
】

　

９
月
２
日
、
県
下
一
斉
避
難
訓
練
に
あ
わ

せ
、下
田
、八
束
地
区
に
お
い
て
各
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
た
津
波
避
難
訓
練
を
行
っ

た
。
当
日
は
約
１
４
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
、

各
地
区
で
の
避
難
方
法
や
避
難
経
路
の
確
認
、

避
難
時
の
課
題
な
ど
を
考
え
な
が
ら
訓
練
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
区
に
よ
っ
て
は
非
常
食

に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
も
行
わ
れ
た
。

【
幡
多
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
】

　

官
の
「
幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策
連
絡
協

議
会
」の
設
立
以
降
、民
の
組
織
の
設
立
に
向

け
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
７
月
31
日
、
西
土
佐
地
域
自
主
防
災

連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
既
に
組
織
さ
れ

て
い
る
中
村
地
域
組
織
と
の
統
一
準
備
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
基
に
、

「
幡
多
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
」を
10

月
頃
に
は
設
立
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

【
四
万
十
川
ア
ピ
ー
ル
】

　

７
月
６
日
、四
万
十
川
流
域
の
５
市
町（
四

万
十
市
、四
万
十
町
、中
土
佐
町
、津
野
町
、檮

原
町
）が
共
同
で
、原
子
力
発
電
に
頼
ら
な
い

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

へ
の
転
換
を
め
ざ
す「
四
万
十
川
ア
ピ
ー
ル
」

を
発
表
し
た
。
　

　

四
万
十
川
は「
日
本
最
後
の
清
流
」と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
豊
か
な
環
境
や
自
然
と
共
生

し
た
生
活
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
流

域
に
住
む
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
こ
れ
を
守

り
、後
世
ま
で
残
し
、伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

本
市
と
し
て
は
、今
後
、こ
の
ア
ピ
ー
ル
の

趣
旨
に
沿
っ
て
対
策
を
進
め
て
い
く
。

【
西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防
分
署
の
建
設
】

　

市
道
と
し
て
整
備
す
る
進
入
路
や
一
部
拡

張
用
地
に
つ
い
て
、
不
動
産
売
買
契
約
等
の

締
結
を
全
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
、現
建
物
を
残
し
た
ま
ま
、敷
地
奥
側
の
公

民
館
や
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
既
存
施

設
の
解
体
と
敷
地
造
成
を
行
い
、
新
庁
舎
棟

を
建
設
し
た
後
、現
建
物
を
解
体
し
、消
防
分

署
庁
舎
棟
を
建
設
す
る
計
画
。

　

平
成
26
年
度
上
半
期
中
の
完
成
に
向
け
、

本
年
11
月
頃
か
ら
既
存
施
設
の
解
体
工
事
を

皮
切
り
に
、順
次
、建
設
工
事
に
着
手
す
る
。

【
市
民
病
院
】

　

９
月
よ
り
中
尾
昌
宏
医
師
に
就
任
し
て
い

た
だ
き
、泌
尿
器
科
を
再
開
し
た
。泌
尿
器
科

常
勤
医
は
６
年
５
カ
月
ぶ
り
の
就
任
で
あ
り
、

こ
れ
で
常
勤
医
師
数
は
10
名
に
な
っ
た
。
高

齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
泌
尿
器
科
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
が
あ
る
。
中
尾
医
師

は
前
立
腺
癌
の
手
術
等
が
専
門
で
あ
り
、
高

度
な
医
療
の
提
供
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
事
業
】

　

８
月
か
ら
「
地
域
と
と
も
に
活
き
活
き
訪

問
健
診
・
健
康
相
談
事
業
」を
開
始
し
た
。

　

予
防
医
学
を
専
門
と
す
る
市
民
病
院
の
医

師
と
保
健
介
護
課
の
保
健
師
等
が
連
携
し
、

区
等
の
小
集
落
単
位
で
地
域
に
出
向
き
、
医

師
に
よ
る
問
診
や
健
康
相
談
を
行
い
、
病
気

の
初
期
段
階
に
お
け
る
治
療
と
予
防
に
繋
げ

よ
う
と
す
る
も
の
。今
年
度
は
、健
康
づ
く
り

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
健
康
福
祉
委

員
会
を
中
心
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
、

次
年
度
以
降
は
、
体
制
整
備
を
図
り
な
が
ら

実
施
地
域
を
増
や
す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
】

　

８
月
は
じ
め
３
名
に
対
し
委
嘱
状
を
交
付

し
、活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。隊
員
は
西
土
佐

地
域
に
住
居
を
構
え
、
こ
れ
か
ら
最
長
３
年

間
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。

隊
員
に
は
、
外
か
ら
の
視
点
を
活
か
し
た
新

し
い
発
想
で
、
様
々
な
集
落
活
動
を
支
援
し
、

地
域
の
魅
力
の
再
発
見
や
元
気
づ
く
り
に
貢

献
し
て
も
ら
う
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

【
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
遅
咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
」】

　

本
市
を
舞
台
に
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
遅

咲
き
の
ヒ
マ
ワ
リ
〜
ボ
ク
の
人
生
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
〜
」
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。フ
ジ
テ
レ
ビ
で
は
、西
日
本
の
大
自

然
を
舞
台
に
し
て
、地
方
で
生
活
を
し
、悩
み

な
が
ら
様
々
な
問
題
に
向
き
合
っ
て
い
く
若

者
群
像
を
描
き
た
い
と
、
各
地
を
調
査
し
た

結
果
、四
万
十
川
と
い
う
自
然
が
あ
り
、中
山

間
地
対
策
や
地
域
医
療
を
守
る
課
題
に
取
り

平
成
24
年
９
月
市
議
会
定
例
会

市
長
施
政
方
針（

要
旨
）

活き活き訪問検診・健康相談（市民病院 矢野医師）

平
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年
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組
ん
で
い
る
本
市
が
そ
の
条
件
に
合
致
し
た

も
の
。四
万
十
市
は
実
名
で
登
場
し
、四
万
十

川
や
中
村
の
町
の
風
景
が
ふ
ん
だ
ん
に
紹
介

を
さ
れ
る
予
定
。過
疎
、高
齢
化
が
進
む
中
山

間
地
域
の
問
題
や
そ
の
中
で
市
民
病
院
が
果

た
す
べ
き
役
割
な
ど
も
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ

れ
る
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
ご
ら
ん
に

な
り
、一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
映
像
の
幡
多 

上
映
会
】

　

言
葉
や
文
化
の
画
一
化
が
進
む
現
代
社
会

の
中
で
は
、
次
第
に
幡
多
ら
し
さ
や
幡
多
の

独
自
性
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
を

守
り
、存
続
さ
せ
、将
来
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
自
ら
の
地
域
の
歴
史

や
風
土
、文
化
を
知
り
、そ
の
個
性
や
特
質
な

ど
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
か
つ
て

の
幡
多
の
風
景
や
人
々
と
映
画
と
い
う
映
像

の
中
で
対
峙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
こ
と

を
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
幡
多
を
舞
台

に
し
た
過
去
の
映
画
を
９
月
か
ら
12
月
ま
で

計
４
本
を
上
映
す
る
。

【
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
１
５
０
年
祭
】

　

中
村
の「
ま
ち
な
か
」に
か
つ
て
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め
の
契
機
と
す
る

た
め
、９
月
か
ら「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
１
５
０

年
祭
」
が
始
ま
る
。
９
月
２
日
、
例
年
に
な
い

趣
向
を
加
え
て
大
文
字
の
送
り
火
の
行
事
が

行
わ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
か
ら
年
末

に
か
け
て
、
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
や
観

光
協
会
、一
條
大
祭
奉
賛
会
な
ど
に
よ
り
、15

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
11
月
22
日
に
は
、

全
国
の
小
京
都
と
言
わ
れ
て
い
る
ま
ち
を
一

同
に
集
め
た
「
全
国
京
都
会
議
」
を
開
催
し
、

小
京
都
の
シ
ン
ボ
ル
中
村
の
真
髄
を
堪
能
し

て
も
ら
う
。

【
天
神
橋
・
愛
宕
町
周
辺
の
再
開
発
】

　

中
村
は
、
か
つ
て
は
「
お
ま
ち
」
と
呼
ば
れ

た
ほ
ど
に
、伝
統
と
風
格
、そ
し
て
に
ぎ
わ
い

と
活
気
の
あ
る
町
で
あ
っ
た
。
旧
土
豫
銀
行

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
天
神
橋
商
店

街
の
中
心
と
い
う
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

あ
り
、
今
後
「
お
ま
ち
」
の
復
活
と
い
う
高
い

視
点
に
立
っ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
を

進
め
て
い
く
、
そ
の
核
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、も
っ
と
面
積
を
広
く
し
て
、北
側
の
愛
宕

町
に
か
か
る
エ
リ
ア
も
含
め
、
市
街
地
再
開

発
の
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。
当
該
地

は
、
古
く
は
一
條
家
の
御
所
を
囲
む
位
置
に

あ
た
り
、
明
治
時
代
に
は
中
村
で
最
初
の
大

衆
娯
楽
施
設「
中
央
座
」（
の
ち
の
中
央
劇
場
）

が
つ
く
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
村
の
歴

史
や
伝
統
、
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

【
農
業
振
興
】

　

野
菜
価
格
安
定
制
度
は
、現
在
、西
土
佐
地

域
と
中
村
地
域
に
別
々
に
存
在
す
る
た
め
、

こ
の
ほ
ど
野
菜
価
格
安
定
制
度
検
討
会
を
設

置
し
、農
業
者
や
市
民
の
代
表
、農
業
関
係
機

関
な
ど
か
ら
広
く
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、制
度
の
一
本
化
を
図
る
。検
討
会
で

は
８
月
か
ら
意
見
聴
取
を
し
て
お
り
、
年
内

に
骨
格
案
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
。

【
雇
用
対
策
】

　

今
年
５
月
に
国
の
認
定
を
受
け
た
実
践
型

地
域
雇
用
創
造
事
業
は
、
10
月
か
ら
事
務
局

長
を
含
む
８
名
体
制
と
し
、
本
格
的
に
事
業

推
進
を
行
う
。
本
年
よ
り
約
３
年
間
の
事
業

実
施
を
通
じ
て
、
１
４
０
名
の
雇
用
創
出
や

若
者
の
起
業
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
、
総

事
業
費
は
約
１
億
８
千
万
円
。「
緊
急
雇
用
創

出
臨
時
特
例
基
金
事
業
」で
は
、平
成
24
年
度

分
と
し
て
33
事
業
、
約
１
億
８
２
０
０
万
円

の
事
業
規
模
で
、
新
規
雇
用
失
業
者
１
０
２

名
の
雇
用
を
計
画
し
て
い
た
が
、
一
層
の
雇

用
創
出
の
場
の
確
保
と
し
て
、
11
事
業
、
約
６

４
５
０
万
円
を
増
額
し
、
37
名
の
雇
用
を
拡

大
す
る
。

【
保
育
計
画
】

　

新
た
に「
四
万
十
市
保
育
計
画
」を
新
た
に

策
定
し
た
。
期
間
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
ま
で
の
５
年
間
。
居
残
り
保
育
時
間

の
延
長
、
低
年
齢
児
保
育
の
充
実
と
待
機
児

童
の
解
消
、
１
歳
半
か
ら
の
受
入
保
育
所
を

対
象
に
１
歳
ま
で
年
齢
枠
の
拡
大
を
図
る
な

ど
、子
育
て
支
援
に
努
め
て
い
く
。防
災
に
つ

い
て
は
、
八
束
保
育
所
周
辺
は
津
波
被
害
の

危
険
性
が
高
い
中
、
避
難
場
所
で
あ
る
施
設

南
側
の
山
に
は
児
童
が
身
を
寄
せ
る
た
め
の

建
物
が
な
く
、
そ
の
先
の
避
難
場
所
へ
の
移

動
は
体
力
的
に
不
安
が
残
る
な
ど
、
避
難
時

の
健
康
面
や
安
全
面
の
確
保
が
懸
案
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育
所
の
移
転
を
検
討

し
て
い
く
。

【
学
校
教
育
施
設
の
整
備
】

　

中
村
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
は
、
８
月
に

校
舎
の
主
要
部
分
の
完
成
に
伴
い
、
子
ど
も

た
ち
は
２
学
期
か
ら
内
装
材
と
し
て
四
万
十

ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
新
装
と

な
っ
た
校
舎
で
の
授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
後
、体
育
館
・
プ
ー
ル
の
改
築
工
事
に
着
手

し
、
平
成
25
年
５
月
の
完
成
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
。学
校
の
耐
震
化
計
画
は
、現

在
、
川
登
、
八
束
小
学
校
、
大
川
筋
中
学
校
校

舎
の
耐
震
化
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

【
健
全
化
判
断
比
率
等
】

　

実
質
赤
字
比
率
は
早
期
健
全
化
基
準
13
・

06
％
に
対
し
て
実
質
赤
字
は
無
く
該
当
な

し
。
連
結
実
質
赤
字
比
率
も
同
様
に
早
期
健

全
化
基
準
18
・
06
％
に
対
し
て
連
結
実
質
赤

字
は
無
く
該
当
な
し
。
実
質
公
債
費
比
率
は

早
期
健
全
化
基
準
25
％
に
対
し
て
16
・
７
％
、

将
来
負
担
比
率
は
早
期
健
全
化
基
準
３
５

０
％
に
対
し
て
１
４
２
・
２
％
と
な
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
っ
て
お
り
、
前
年
度
の
数
値
よ
り
改
善

し
て
い
る
。資
金
不
足
比
率
で
は
、不
足
が
生

じ
て
い
る
の
は
病
院
事
業
会
計
の
み
で
、
経

営
健
全
化
基
準
20
％
に
対
し
て
８
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。他
の
公
営
企
業
会
計
は
、資
金

不
足
は
生
じ
て
い
な
い
。

天神橋・愛宕町周辺
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８
月
25
日
（
土
）
、
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

四
万
十
で
、
市
の
主
催
に
よ
る
「
恋
の
花

火
を
打
ち
上
げ
よ
う
　

サ
マ
ー
ナ
イ
ト 

in 

四
万
十
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
結
婚
を
考
え
て
い

る
独
身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
少
子
化
の
流
れ
に
少
し
で
も

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

男
性
26
人
、
女
性
25
人
が
公
募
に
よ
り

参
加
し
、
出
会
い
の
き
っ
か
け
応
援
事
業

検
討
委
員
や
イ
ベ
ン
ト
フ
ォ
ロ
ー
ス

タ
ッ
フ
の
人
々

の
協
力
を
得
て
、

和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
パ
ー

テ
ィ
ー
は
進
み

ま

し

た
。
そ

の

結

果
、
昨

年

に

引
き
続
き
７
組

の
カ
ッ
プ
ル
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

今

後
、
誕

生

し
た
カ
ッ
プ
ル

が
結
婚
へ
と
進

ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま

す
。

　

８
月
21
日（
火
）、川
﨑
保
育
所
で
、年

長
園
児（
川
﨑
、本
村
保
育
所
）を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。四
万
十
の
日
実
行
委
員
会

の
主
催
で
今
回
が
２
回
目
。

　

園
児
に
川
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

楽
し
み
な
が
ら
川
の
生
き
物
と
触
れ
合

う
こ
と
や
、食
べ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、

自
然
の
恵
み
の
大
切
さ
に
気
付
い
て
も

ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

悪
天
候
の
た
め
、室
内
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、園
児
た
ち
は
川
で
捕
え
た

本
物
の
ウ
ナ
ギ
、テ
ナ
ガ
エ
ビ
、オ
イ
カ

ワ
な
ど
の
つ
か
み
捕
り
に
挑
戦
し
、昼
食

に
は
鮎
飯
、テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
か
き
揚
げ
、

ア
オ
サ
ノ
リ
の
味
噌
汁
と
い
っ
た
川
の

幸
を
味
わ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、こ

の
事
業
に

は
四
万
十

川
清
流
保

全
基
金
が

活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

川の生き物と触れ合いました

四
万
十
川
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
体
験

〜
保
育
園
児
の
環
境
学
習
〜

出
会
い
の
き
っ
か
け
応
援
　

今
年
も
７
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生
！イベントは熱く盛り上がりました

下
田
小
学
校
で
防
災
教
室

　

８
月
31
日
（
金
）
、
防
災
に
つ
い
て
の

意
識
を
高
め
よ
う
と
、
下
田
小
学
校
で

防
災
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
建
築

士
会
青
年
部
会
幡
多
支
部
の
主
催
で
、

鳥
取
県
建
築
士
会
女
性
委
員
会
の
皆
様

を
講
師
に
招
き
、
児
童
10
人
と
そ
の
保

護
者
、
地
元
消
防
団
ら
が
災
害
時
の
対

応
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
児
童
た
ち
は
４
班
に
わ
か
れ
、

災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）の
手
法
を
取

り
入
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
い
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の
防

災
上
の
問
題
点
な
ど
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
通

し
て
感
じ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
な

ど
を
書
き
出
し
、
取
り
ま
と
め
た
あ
と
、

発
表
し
ま
し
た
。

　

家
庭
を
は
じ
め
地
域
ぐ
る
み
で
の
災

害
に
対
す
る

備
え
の
大
切

さ
を
参
加
者

全
員
が
実
感

し
、
大
変
有

意
義
な
防
災

教
室
と
な
り

ま
し
た
。

入
田
元
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

８
月
26
日
（
日
）
、
入
田
集
会
所
で

「
四
万
十
川
・
入
田
元
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、河
川

敷
の
柳
林
や
元
池
な
ど
、
入
田
の
自

然
、環
境
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

考
え
よ
う
と
、入
田
地
区
が
平
成
15
年

か
ら
毎
年
開
い
て
い
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
10
回
目
。

　

今
年
は
、国
交
省
中
村
河
川
国
道
事

務
所
森
長
稔
副
所
長
が
四
万
十
川
河

川
事
業
に
つ
い
て
、市
民
病
院
矢
野
昭

起
内
科
部
長
が
生
活
習
慣
病
予
防
医

学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、話
を
し
た

あ
と
、意
見
交
換
と
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

地
元
の
ほ
か
、国
、県
、市
の
職
員
な

ど
74
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。
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は
た
フ
ェ
ス
２
０
１
２

　

９
月
15
日（
土
）、入
田
河
川
敷
で「
は
た
フ
ェ
ス
２
０

１
２
in 

四
万
十
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
食
」「
楽
」「
学
」を
テ
ー
マ
に
、幡
多
の
伝
統
・
文
化
や

特
産
品
を
持
ち
寄
り
、
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み

ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
幡

多
地
域
の
市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
未
来
地
域
創
造
推

進
機
構
」な
ど
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
。

　

３
回
目
の
今
回
は
、天
然
鮎
の
塩
焼
き
、か
つ
お
タ
タ

キ
バ
ー
ガ
ー
、
ブ
リ
の
へ
ら
寿
司
な
ど
の
ご
当
地
グ
ル

メ
や
雑
貨
な
ど
約
１
０
０
店
が
並
び
、
２
箇
所
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、西
土
佐
の
地
元
バ
ン
ド「
七
色
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
」や
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
の「
レ
ー
ヴ
」「
マ
ジ
ッ

ク
」を
は
じ
め
、地
域
内
外
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
歌
や
ダ

ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
時
折
激
し
く
ふ
り
つ
け
る
雨
に

も
負
け
じ
と
力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
、
も
ち
投
げ
、
そ
し

て
隣
の
会
場
で
は
、「
少

年
サ
ッ
カ
ー
は
た
フ
ェ

ス
杯
」
や
「
乗
馬
体
験
」

な
ど
も
行
わ
れ
、
大
き

な
笑
い
、歓
声
、拍
手
が

会
場
全
体
に
こ
だ
ま
し

て
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
で

し
た
が
、
来
場
者
は
途

絶
え
る
こ
と
な
く
終
日

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

　

「
う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス

タ
」
は
ご
当
地
グ
ル
メ
の

大
会
（
試
食
会
）
と
し
て
、

市
内
産
の
食
材
を
使
っ

た
四
万
十
の
名
物
と
な

る
べ
く
メ
ニ
ュ
ー
の
掘

起
し
や
開
発
を
行
い
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
中
村
料
理
飲
食
店

組
合
の
主
催
で
開
催
し

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

９
月
16
日
（
日
）
、
天
神

橋
ア
ー
ケ
ー
ド
で
第
３
回
目
と
な
る
大
会
が
開
催
さ
れ
、市
内

飲
食
店
が
10
店
舗
、料
理
研
究
グ
ル
ー
プ
１
店
舗
の
計
11
店
舗

が
出
店
し
、
今
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
メ
イ

ン
の
食
材
と
し
て
、
参
加
店
舗
が
自
慢
の
腕
を
振
る
っ
た
、
こ

だ
わ
り
の
四
万
十
グ
ル
メ
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、一
番
お
い
し
か
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
投
票
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ
と
な
っ

た
「
清
流
ブ
シ
ュ
カ
ン
ソ
ー
メ
ン
」
を
は
じ
め
和
・
洋
・
中
い
ろ

い
ろ
な
絶
品
料
理
に
舌
鼓
し
な
が
ら
、一
つ
に
絞
り
き
れ
な
い

面
持
ち
で
試
食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

主
催
の
中
村
飲
食
店
組
合
は
、
好
評
を
い
た
だ
い
た
メ

ニ
ュ
ー
の
定
番
化
も
視
野
に
入
れ
、本
市
の
豊
か
な
〝
食
〞
を

観
光
客
等
へ
提
供
し
、市
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

う
ま
い
ち
や
フ
ェ
ス
タ

 

〜
ぶ
し
ゅ
か
ん
祭
り
〜

小京都中村のお盆の風物詩

“よさこい四万十”の踊り子も参加し、
アーケード内は超満員！

大
文
字
の
送
り
火

　

旧
暦
の
７
月
16
日
に
あ
た
る
９
月
２
日（
日
）に
、

間
崎
地
区
の
盆
行
事
で
小
京
都
中
村
に
夏
の
終
わ

り
を
告
げ
る
風
物
詩
で
あ
る「
大
文
字
の
送
り
火
」

が
、
山
の
神
を
祭
っ
て
い
る
十
代
地
山
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

全
国
で
も
珍
し
い
行
事
で
、
本
市
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

準
備
は
、
間
崎
地
区
を
４
班
に
分
け
て
毎
年
交

代
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
天
満
組
の
当
番
で
し

た
。準
備
が
終
わ
る
と
、山
の
神
を
祭
っ
て
い
る
十

代
地
山
（
地
元
で
は
「
大
の
字
山
」
）
の
山
頂
で
、
祭

と
地
区
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
事
が
と
り
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
に
な
る
と
、
い
よ
い
よ
大
の
字
に
点

火
が
始
ま
り
、
10
分
も
た
つ
と
き
れ
い
に
大
の
字

が
暗
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
り
、
見
物
に
来
た
た

く
さ
ん
の
方
が
過
ぎ
行
く
夏
に
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
1
5
0
年
を
記
念
し

て
、
地
元
の
中

学
生
が
十
代
地

山
か
ら
聖
火
リ

レ
ー
の
よ
う
に

分
火
を
グ
ラ
ン

ド
ま
で
運
び
、

５
０
０
個
の

キ
ャ
ン
ド
ル
に

火
が
と
も
さ
れ
、

見
事
に
大
文
字

キ
ャ
ン
ド
ル
が

完
成
し
ま
し
た
。
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本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
25

年
度
に
か
け
て
こ
の
プ
ラ
ン
を
各
地
域
で
作
成
す

る
こ
と
と
し
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

各
地
域
で
聞
き
取
り
や
座
談
会
を
始
め
る
前
に
、ま

ず
左
記
の
日
程
で
プ
ラ
ン
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
、考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。多
く
の

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
、
市
内
の
多
く
の
農
業
集
落
や
地
域
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
り
、
新
た
な

担
い
手
が
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

心
配
の
声
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な「
人
と
農
地
の
問
題
」を
解
決
す
る
た
め
、国
は
本
年
度
か
ら「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」の
作
成
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、書
式
に
沿
っ
て
地
域
の
農
業
の
担
い
手（
認
定
農
業
者
、新
規
就

農
者
等
）
に
は
ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
、
地
域
内
の
農
地
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
く
事
で
、
地
域
の
現
在
の
状
況
や
今
後
の
方

向
性
を
明
確
に
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
立
て
る
事
で
、
プ
ラ
ン
内
地
域
の
農
業
者
が
左
記
の
よ
う
な

人
・
農
地
プ
ラ
ン
関
連
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

青
年
就
農
給
付
金

(

経
営
開
始
型)

平
成
20
年
度
以
降
に

45
歳
未
満
で
独
立
・
自

営
就
農
さ
れ
た
方
で
、

一
定
要
件
を
満
た
し

た
就
農
者
に
対
し
、
年

間
１
５
０
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

農
地
集
積
協
力
金

土
地
利
用
型
農
業
（
稲

作
）
者
が
事
情
に
よ
り

農
業
を
や
め
、
全
農
地

を
地
域
内
農
業
者
に

預
け
る
等
の
要
件
を

満
た
し
た
場
合
、
協
力

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金

無
利
子
化

農
地
の
取
得
や
長
期

運
転
資
金
等
を
目
的

と
し
て「
ス
ー
パ
ー
Ｌ

資
金
」を
借
入
れ
る
場

合
、貸
し
付
け
当
初
５

年
間
に
つ
い
て
は
、実

質
無
利
子
に
な
る
よ

う
に
利
子
補
給
が
行

わ
れ
ま
す
。

人
　

・
　

農
　

地
　

プ
　

ラ
　

ン
　

関
　

連
　

事
　

業

ゆ
ず
産
地
化
推
進
事
業 

希
望
者
募
集

ゆ
ず
産
地
化
推
進
事
業 

希
望
者
募
集

人
・
農
地
プ
ラ
ン
説
明
会

農
業
者
の
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、「
ゆ
ず
」
の
産
地
化
を
目
指
し
て
、
平

成
22
年
度
か
ら
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
傾
斜
地
と
比
較
し
て
労
力
負
担
の
少

な
い
、水
田
の
よ
う
な
平
場（
平
ら
な
場
所
）で
の

ゆ
ず
栽
培
を
推
進
す
る
こ
と
で
、栽
培
管
理
面
を

強
化
し
、よ
り
高
収
益
が
見
込
ま
れ
る
品
質
の
高

い
青
果
（
玉
）
で
の
出
荷
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、

農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
で
す
。

　

内
容
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
採
択
要
件

四
万
十
市
内
に
ゆ
ず
栽
培
に
適
し
た
平
場
の

ほ
場
が
あ
る
人
で
、ゆ
ず
栽
培
を
意
欲
的
に
取

り
組
む
人

■
補
助
内
容

●
ゆ
ず
の
苗
木
代
の
１
／
３
以
内

●
隣
接
す
る
ほ
場
へ
の
農
薬
等
飛
散
防
止
等
の

た
め
の
資
材
購
入
費
の
１
／
３
以
内

■
募
集
面
積
　

約
１
０
０
ａ

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）農
業
課 

農
業
振
興
係

0（
３
４
）１
１
１
７

場　　所

JA高知はた 中村東部出張所

JA高知はた 中村北部出張所

四万十農園 あぐりっこ研修室

JA高知はた 中村西部出張所

JA高知はた 本所3F会議室

JA高知はた 西土佐支所

日　　時

10月22日 13：30～

23日 13：30～

24日 13：30～

25日 13：30～

26日 13：30～

30日 19：00～

対象地域

富山、蕨岡

大川筋、後川

下田、八束

中筋、東中筋

中村、具同、東山

西土佐地域全域

【問い合わせ先】（本　　庁）農業課　　　0（34）1117
　　　　　　　（総合支所）産業建設課　☎（52）1111
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イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

新
校
舎
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
！

ALTと楽しく活動しました。英語でコミュニケーションをとりました。

ヒノキのいい香りにいやされます。

新校舎へ引っ越し完了！

市教委だより
　

四
十
数
年
間

お
世
話
に
な
っ

た
旧
中
村
小
学

校
校
舎
に
感
謝

し

な

が

ら
、夏

休
み
期
間
中
に

木
の
香
り
の
す

る
新
し
い
校
舎

へ
引
っ
越
し
ま

し
た
。

　

夏
休
み
に
入

っ

て

か

ら

は
、

７
月
後
半
の
一

週
間
、開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進
委
員
の
方
々

が
、旧
校
舎
図
書
室
の
本
の
荷
造
り
を
手
伝
っ
て

く
だ
さ
っ
た
り
、８
月
６
日
の
登
校
日
に
は
、１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全
児
童
が
自
分
の
使
っ
て

い
た
机
と
い
す
を
体
育
館
へ
運
ん
だ
り
と
、引
っ

越
し
の
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、８
月
19

日
の
日
曜
日
に
、保
護
者
の
お
力
を
借
り
て
、全
て

の
荷
物
を
新
校
舎
へ
引
っ
越
し
さ
せ
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
９
月
３
日
の
２
学
期
の
始
業
式

の
日
、新
校
舎
へ
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。い
つ
も
は
７
時
半
以
降
に
登
校
し
て
く
る

の
で
す
が
、当
日
は
７
時
前
か
ら
登
校
し
て
く
る

児
童
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

９
月
６
日（
木
）に
は
参
観
日
を
行
い
、保
護
者

の
方
々
に
も
新
校
舎
を
お
披
露
目
し
、新
し
い
教

室
・
新
し
い
机
・
椅
子
で
、う
れ
し
そ
う
に
学
習
し

て
い
る
児
童
の
様
子
も
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
舎
へ
の
引
っ
越
し
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、全
て
の
工
事
が
終
わ
る
の
は
来
年
の
８
月
末

の
予
定
で
す
。来
年
の
５
月
に
は
、現
在
解
体
し
て

い
る
旧
北
校
舎
の
跡
地
に
、新
し
い
体
育
館
と
プ

ー
ル
が
完
成
し
、

そ
の
後
、旧
体
育

館
・
プ
ー
ル
が
取

り
壊
さ
れ
、校
庭

が
整
備
さ
れ
て

全
て
が
完
成
と

な
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
新
し
い

校
舎
を
、旧
校
舎

に
負
け
な
い
く

ら
い
大
事
に
使

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

児
童（
４
年
生
）の
日
記
よ
り（
抜
粋
）

「
今
日
か
ら
新
校
舎
に
移
り
ま
し
た
。ぼ
く
が
学
校

に
来
た
時
、ぼ
く
は
す
ご
い
迷
い
ま
し
た
。玄
関
に

入
っ
た
ら
、ヒ
ノ
キ
の
に
お
い
が
し
ま
し
た
。す
ご

く
い
い
に
お
い
だ
っ
た
の
で
、大
き
く
す
い
こ
ん

で
み
ま
し
た
。そ
し
た
ら
、森
に
い
る
よ
う
な
気
分

に
な
っ
た
の
で
、と
て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。教
室

は
２
階
で
し
た
。階
段
は
広
く
て
と
て
も
上
が
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。教
室
は
木
の
色
で
や

さ
し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。」
　

▲口屋内沈下橋を題材にした「夢のかけはし」完成！

　

８
月
20
日
、21
日
の
２
日
間
、中
央
公
民
館
で
、中
学
生
を
対
象

に
し
た
四
万
十
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）や
英
語
科
の
先
生
と
の

活
動
を
通
し
て
、英
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
体
験

し
た
り
、外
国
の
文
化
に
ふ
れ
た
り

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、今
年
度

初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
８
人
は
、最
初
は
や
や

緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、英
語

で
の
早
口
言
葉
、ゲ
ー
ム
、ク
イ
ズ
、

料
理
作
り（
ア
メ
リ
カ
ン
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
、ピ
ザ
、ク
ッ
キ
ー
）な
ど
、活

動
ご
と
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、笑
顔
で

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
自
然
に
会
話
す
る
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、Ａ
Ｌ
Ｔ
に
四
万
十

市
を
紹
介
す
る
活
動
を
行
い
、グ
ル

ー
プ
で
他
の
学
校
の
友
だ
ち
と
協

力
し
て
、英
語
で
工
夫
し
、楽
し
く

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
、英
語
に
、外
国
の

文
化
に
ひ
た
る
２
日
間
と
な
り
ま

し
た
。
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注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診票または受診券を送付している人および、40歳以上の協会けん
　 ぽ等に加入している被扶養者の人で、市に予約済みの人が対象です。
　 また、今年度から肝炎ウィルス検査を行います。過去に検査していない人が対象ですので希望する人は、問診時に申し込んでください。 

※　10月13日(土)までの計画については、広報四万十9月号に掲載しています。

【問い合わせ先】　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132  

10
15（月）

16（火）

17（水）

18（木）

22（月）

23（火）

24（水）

25（木）
26（金）
28（日）
29（月）

30（火）

31（水）

1（木）

4（日）

5（月）

6（火）

7（水）

9（金）

10（土）

12（月）

13（火）

14（水）

15（木）

17（土）

該当地区
具同・中筋・東中筋

具同
具同

中村街・八束
後川

蕨岡・富山西
中村街

具同

　
下田

下田・中筋

　

中村地域全地区

　
　
具同

東山・下田
具同

富山東

大川筋

時　　間
個別通知
9:00 ～ 11:00
13:30 ～

9:30 ～ 11:00　13:30 ～ 15:00
9:30 ～ 11:00　13:30 ～ 15:00

11:00 ～
19:00 ～

13:00 ～ 13:30
10:00 ～
個別通知

9:30～ 11:00　13:30～ 15:00
7:30 ～ 8:30
10:00 ～

10:00 ～ 11:30
13:30 ～ 15:30
7:30 ～ 8:30
14:30 ～

13:00 ～ 16:30
受付13:30 ～
10:00 ～

13:30 ～ 15:30
8:00 ～ 10:30
個別通知

13:30 ～ 15:30
7:30 ～ 8:30
10:00 ～

12:50 ～ 13:30
7:30 ～ 8:30
10:00 ～

9:45～ 10:00　13:15～ 13:30
10:00 ～
9:00 ～ 9:30
個別通知
9:00 ～ 11:00
個別通知

9:00～ 12:00　13:00～ 17:00
個別通知

9:00～ 12:00　13:00～ 17:00
10:00 ～
個別通知

12:50 ～ 13:30
9:30～ 11:00　13:30～ 15:00

個別通知
9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

個別通知
9:45～ 10:00　13:15～ 13:30

9:30 ～ 11:30
8：00 ～ 10:30
10:00 ～ 11:30
12:50 ～ 13:30
9：00 ～ 11：00
10:00 ～
13:30 ～

8：00 ～ 10:30
9:30 ～ 11:00
9:30 ～ 11:00
10:00 ～

9:30～ 11:00　13:30～ 15:00

場　　所
具同・中筋・東中筋地区
西土佐分署横
奥屋内下集会所
具同体育センター
自由ヶ丘老人憩いの家
下家地集会所
宮地集会所
健康管理センター
岩間集会所
中村街・八束地区
文化センター
藤ノ川出荷所
宮地集会所
具同体育センター
健康管理センター
口屋内出張診療所
口屋内公民館
西土佐保健センター
西土佐保健センター
中家地集会所
健康管理センター
蕨岡生活改善センター
中村街地区
健康管理センター
中半　四万十楽舎
西ケ方集会所
健康管理センター
西土佐保健センター
本村集会所
防災センター
橘集会所
市役所　本庁
文化センター
西土佐分署横
文化センター
市役所　保健介護課
　
市役所　保健介護課
玖木公民館
スポーツセンター
健康管理センター
市役所　本庁
　
防災センター
東山・下田地区
自由ヶ丘老人憩いの家
西土佐保健センター
富山地区集会所
具同体育センター
健康管理センター
ＪＡ高知はた西土佐支所
口屋内公民館
旧権谷小学校体育館
かわらっこ
健康管理センター
健康管理センター
中半集会所
市役所　本庁

10
月

11
月

月　 日 事　業　名
大腸がん検診容器配付
定例健康相談
健康の集い
特定健診（生活習慣病健診）　【注】
特定健診（生活習慣病健診）　【注】
健康の集い（食事会セット）
地区学習会
輝くカラダ塾
出張料理教室
大腸がん検診容器配付
特定健診（生活習慣病健診）　【注】
胃がん検診
出張料理教室
マム＆チルドレン
妊婦教室
胃がん検診
健康の集い
献血
乳児、１歳６ヶ月児、３歳児健診
出張料理教室
妊婦教室
胃がん検診
大腸がん検診容器配付
妊婦教室
胃がん検診
出張料理教室
乳児健診
胃がん検診
出張料理教室
特定健診結果説明会
出張料理教室
輝くカラダ塾（ふれあいウォーク）
乳がん検診
定例健康相談
乳がん検診
親子子育て相談【要予約】
胸部レントゲン（肺がん検診）
親子子育て相談【要予約】
出張料理教室
子宮がん検診
３歳児健診
特定健診（生活習慣病健診）　【注】
胸部レントゲン（肺がん検診）
特定健診結果説明会
大腸がん検診容器配付
特定健診結果説明会
ぴよっこクラブ（親子の集い）
胃がん検診
マム＆チルドレン
乳児健診
出張健康相談
出張料理教室
地区学習会
胃がん検診
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
出張料理教室
特定健診（生活習慣病健診）　【注】
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対
象
者

①
65
歳
以
上
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る

人
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

相
当
）

実
施
期
間

　

10
月
1
日（
月
）〜
12
月
31
日（
月
）

　

※
委
託
医
療
機
関
の
休
診
日
を

除
く

料
　

金

　

１
０
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
申
し

出
に
よ
り
無
料
の
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。）

回
　

数

　

期
間
中
に
１
回
の
み

接
種
場
所

　

高
知
県
内
の
委
託
医
療
機
関

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課

☎（
３
４
）１
１
１
５

（
総
合
支
所
）保
健
課

☎（
５
２
）１
１
３
２

　

み
な
さ
ん
の
健
康
の
維
持
、向
上
の
た
め
、ま
た
、青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、歩
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
た
め
に
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。ゴ
ー
ル
到
着
後
は
軽
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
４
日（
日
）受
付：

９
時
20
分
〜
９
時
40
分

　
　
　
　

10
時
出
発
〜
13
時
30
分
到
着（
予
定
）

　
　
　
　

雨
天
中
止

　
　
　
　

（
当
日
の
天
候
が
不
順
の
場
合
は
、７
時
30
分
に
決
定
し
ま
す
。電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

集
合
場
所  

渡
川
第
２
緑
地（
お
祭
り
広
場
）

コ
ー
ス 

①
お
祭
り
広
場
↓
赤
鉄
橋
↓
入
田
↓
今
成
↓
佐
田
沈
下
橋
↓
百
笑
↓
お
祭
り
広
場（
約
12
㎞
）

　
　
　

 

②
お
祭
り
広
場
↓
赤
鉄
橋
↓
入
田
↓
赤
鉄
橋
↓
お
祭
り
広
場（
約
４
㎞
）

対
象
者
　

幡
多
郡
に
在
住
の
人（
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

参
加
料
　

無
料

受
付
期
間
　

10
月
15
日（
月
）〜
11
月
１
日（
木
）8
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他
　

・
水
分
補
給
な
ど
は
各
自
で
対
応
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

・
主
催
者
側
で
障
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、保
険
以
外
の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
大
会
は
、幡
多
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会（
事
務
局：

幡
多
福
祉
保
健
所
）と
連
携
し
て
、幡
多
地
区
で

行
わ
れ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
。そ
の
他
の
大
会
は
以
下
の
と
お
り
で
す
の

で
、他
の
市
町
村
の
大
会
に
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、実
施
す
る
各
市
町
村
役
場
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
こ
れ
ら
の
大
会
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
し
、４
大
会
す
べ
て
に
参
加

し
た
人（
20
人
限
定
）に
は
、完
走
賞
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
市
）保
健
介
護
課
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）1
8
2
3

　
　
　
　
　
　
　

（
市
）教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課
　

☎（
３
４
）７
３
１
１

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の

ご
家
族
の
皆
さ
ま
へ

　

協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し

て
い
る
被
扶
養
者
の
人
も
、

市
が
実
施
し
て
い
る
国
保

加
入
者
を
対
象
と
す
る
特

定
健
診
の
集
団
健
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
診
す
る
に
は
、協
会
け

ん
ぽ
が
発
行
し
て
い
る「
受

診
券
」と「
保
険
証
」が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、受
診
券

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、協

会
け
ん
ぽ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
「
受
診
券
」
を

受
け
取
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、集
団
健
診
の
予
約

申
込
は
、（
市
）保
健
介
護
課 

☎
（
３
４
）
１
１
１
５
ま
で
、

電
話
等
で
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

全
国
健
康
保
険
協
会

　

（
協
会
け
ん
ぽ
）高
知
支
部

　

☎
０
８
８（
８
２
０
）６
０
１
０

市
町
村
名

大
　

月
　

町

黒
　

潮
　

町

土
佐
清
水
市

担
当
課

保
健
介
護
課

住
　

民
　

課

市
　

民
　

課

受
付
等

9：

30
〜

9：

00
〜

9：

30
〜

集
合
場
所

柏
島
キ
ャ
ン
プ
場

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
寿
公
園

寿
町
公
園

電
話
番
号

0
8
8
0(

7
3
）1
3
6
5

　
　
　

  (

4
3
）2
8
0
0

０
８
８
０（
８
２
）１
１
０
８

開
　

催
　

日

11
月
10
日（
土
）

11
月
11
日（
日
）

平
成
25
年
３
月
２
日（
土
）
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①適量を心がけましょう。
　お酒にはエネルギーも含まれています。何杯も飲めば、そ
のエネルギー摂取量は多くなります。また、１日に飲む量は
純アルコールで20ｇまでが適量だと言われています。

【右表】アルコール20ｇの目安量

②休肝日をつくりましょう。
　体内に摂取されたアルコールは、肝臓で代謝・分解されます。お酒を飲んだあと、私たちが就寝している間にも肝
臓は黙々と働いています。この肝臓を毎日連続して酷使していると、様々な障害が出てきます。週に１～２回は、肝
臓を休める休肝日をつくりましょう。

③おつまみについて
　アルコールは食欲を亢進させます。おつまみの食べ過ぎにも注意が必要です。
例えば、同じ魚を使った料理でも、刺身 ＜ 焼き魚 ＜ ムニエル ＜フライ　の順にエネルギーも高くなります。
エネルギーや脂質のとりすぎを防ぐためにも、なるべく脂身の少ない食材や部位を選び、揚げ物などは控えめにし
ましょう。

　昔から「酒は百薬の長」と言われるほど、適度なアルコール摂取には様々な
効用がありますが、その反面、飲みすぎやおつまみの食べ過ぎなどにより、メ

タボリックシンドロームをはじめとした生活習慣病の原因となる場合も少なくありません。
　今回は、アルコールと上手につきあうためのポイントをまとめてみました。楽しく、適度な飲酒を心がけましょう。

健康づくり編

材料（5個分）
生椎茸………５個
鶏ミンチ……約80ｇ
生姜…………すりおろして小さじ1
長芋…………10ｇ（すりおろす）
ねぎ…………５ｇ
味噌…………小さじ１
サラダ油……小さじ１
大根おろし…20ｇ
しその葉……２枚
ポン酢………大さじ1と1/2

アルコールと上手につきあいましょう

（市民病院 管理栄養士 広井蓉子）

「椎茸の肉詰め」

＜作り方＞
①生椎茸は、石づきをとり、水で洗っておく。
②ボウルに鶏ミンチ、すりおろした生姜と長
芋、ねぎ、味噌を入れてこねる。
③椎茸に②の肉だねを詰めて、油を熱したフ
ライパンで肉だねの面を下にしてから焼
く。（少し焦げ目がつけば、ひっくり返し
て、椎茸側も焼く）
④皿に盛り、大根おろし、細切りにしたしそ
の葉をのせ、ポン酢をかけてできあがり。

　旬のきのこを使った料理を紹介します。肉だねが硬くなるのを防ぐため、すりおろした
長芋を入れてみました。おつまみにもおすすめです。

お酒の種類と量 エネルギー（kcal）

ビール（中ビン１本500ml） 200

日本酒（１合弱160ml） 172

焼酎（半合90ml） 146

ワイン（グラス２杯200ml） 146

ウイスキー（ダブル１杯60ml） 142

栄養成分【１個分】

エネルギー：50kcal

たんぱく質：5.1ｇ

脂質　　　：2.3ｇ

食塩相当量：0.5ｇ

 
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！
〜
水
・
メ
シ
・
ウ
ン
・
運
〜

「
脱
水
」
は
、
普
段
の
体
調
を
く
ず

し
、認
知
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

■
高
齢
者
が
脱
水
を
起
こ
し
や
す

　

い
の
は
な
ぜ
？

①
体
の
水
分
量
が
少
な
い

体
重
の
50
％
ほ
ど
（
若
者
は

60
％
）

水
の
貯
蔵
庫
で
あ
る
筋
肉
の
量

が
少
な
い

②
お
し
っ
こ
の
量
が
増
え
る

腎
機
能
が
低
下
、
老
廃
物
を
捨
て

る
の
に
多
く
の
水
が
必
要

③
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い

　

感
覚
機
能
の
低
下
の
た
め

④
脱
水
を
起
こ
し
や
す
い
病
気

　

慢
性
疾
患：

糖
尿
病
、腎
臓
病

　

急
性
疾
患：

発
熱
、下
痢
、嘔
吐

※
利
尿
剤
の
影
響
※

　

高
齢
者
は
代
謝
機
能
が
低
下

し
て
い
る
た
め
、
お
薬
の
影
響
を

受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
慢
性
心
不
全
や
高
血
圧

の
お
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
る
利

尿
剤
に
関
し
て
は
、
脱
水
症
の
危

険
因
子
と
な
り
う
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

■
体
重
50
㎏
の
高
齢
者
の
水
分
量

は
、25
㎏（
25
リ
ッ
ト
ル
）

・
１
〜
２
％
（
２
５
０
〜
５
０
０

㎖
）失
う
と 

↓ 

ぼ
〜
っ
と
す
る

・
２
〜
３
％
（
５
０
０
〜
７
５
０

㎖
）失
う
と 

↓ 

発
熱

・
５
％
（
１
２
５
０
㎖
）
失
う
と 

↓ 

動
け
な
い
、ふ
ら
ふ
ら
す
る

・
７
％
（
１
７
５
０
㎖
）
失
う
と 

↓ 
幻
覚
・
幻
視

■
水
分
を
取
る
工
夫

（
目
標：
１
日
１
５
０
０
㎖
以
上
）

・
誰
か
と
一
緒
に
飲
む：

家
族
で
一

緒
に
、
お
友
達
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
一
緒
に

・
好
み
の
飲
み
物
を
探
す：

コ
ー

ヒ
ー
、ゼ
リ
ー
、コ
コ
ア

・
水
分
の
多
い
食
べ
物：

寒
天
、
ゼ

リ
ー

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

※
心
不
全
、
腎
不
全
な
ど
で
医
師
か

ら
水
分
制
限
を
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
次
回
は
メ
シ
（
食
事
）
に
つ
い
て

　

解
説
し
ま
す
★

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
３
４
）０
１
７
０

十
分
な
水
分
を

こ
ま
め
に
と
り
ま
し
ょ
う
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狂
犬
病
予
防
法
で
生
後
90
日
を
越

え
た
犬
は
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
の
登
録

は
市
役
所
環
境
生
活
課
に
て
行
え
ま

す
。（
登
録
料：

３
千
円
）

　

ま
た
、
年
に
１
回
、
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
受
け
る
こ
と
も
法
律
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
集
合
注
射

は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
個
別
に
動
物
病

院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
の

人
は
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

（
注
射
料
に
つ
い
て
は
各
動
物
病
院
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

飼
っ
て
い
る
犬
に
つ
い
て
「
亡
く

な
っ
た
」
、「
行
方
不
明
に
な
っ
た
」
、

「
人
に
あ
げ
た
」
と
い
っ
た
場
合
に
も

環
境
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
が
な
い
場
合
、
登
録
が
削
除
さ
れ

ず
に
飼
っ
て
い
な
い
犬
の
問
診
票
が

毎
年
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

犬
の
登
録
お
よ
び

狂
犬
病
予
防
注
射

　

月
８
回
以
上
の
定
期
的
通
院
で
透

析
療
法
を
受
け
て
お
り
、
自
宅
か
ら
病

院
ま
で
の
距
離
が
片
道
20
㎞
を
超
え

て
い
る
人
に
対
し
、
１
ヶ
月
４
千
円
を

支
給
し
ま
す
。

　

新
た
に
該
当
に
な
る
人
は
、
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
月
の

翌
月
か
ら
該
当
に
な
り
ま
す
）

支
給
月

 

４
月
、10
月（
年
２
回
）

申
請
に
必
要
な
も
の
　
　

　

身
体
障
害
者
手
帳
、印
か
ん

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所

　

 

家
庭
福
祉
係

　

☎（
３
４
）１
８
０
１

　

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

　

西
土
佐
福
祉
分
室（
保
健
課
内
）

　

☎（
５
２
）１
１
３
２

じ
ん
臓
機
能
障
害
者

通
院
費
援
助

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

10
月
１
日
よ
り

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経外科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午前

初診 初診初診

再診

再診

再診

禁煙外来
再診再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起 樋口佑次

初診 矢野昭起

再診 高橋敏也 再診

樋口佑次

（呼吸器内科）

（呼吸器外来）
石井泰則

高橋敏也

再診 樋口佑次

再診 高橋敏也

再診 樋口佑次

樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次 初診 高橋敏也

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

高橋敏也

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

市
民
病
院

☎（
３
４
）２
１
２
６

中尾　昌宏 休診（手術・検査） 中尾　昌宏 中尾　昌宏休診（手術・検査）

市民病院
医師10人でがんばります
市民病院
医師10人でがんばります
市民病院
医師10人でがんばります

9月より中尾昌宏医師が着任し、泌尿器科を再開しま
した。泌尿器科常勤医は６年５カ月ぶりの就任であ
り、これで常勤医師数は10人になりました。今後と
もどうぞよろしくお願いします。

左より大西郁夫（病院事務局長）、川田祥子（脳神経外科）、
伴昌幸（脳神経外科）、坪屋英志（整形外科）、河内通（副院
長・整形外科）、石井泰則（外科）、樋口佑次（院長・内科）、高
橋敏也（内科）、中尾昌宏（泌尿器科）、宇都宮俊介（外科）、茶
畑幸子（総看護長）、矢野昭起（内科）
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子
育
て
の
秘
訣
は
、
マ
マ
（
パ
パ
）
が
笑
顔
で

い
る
こ
と
。し
か
し
、子
ど
も
を
連
れ
て
の
外
出

は
、
マ
マ
や
パ
パ
に
と
っ
て
は
楽
し
い
け
れ
ど
、

周
り
の
目
が
気
に
な
り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ

と
も
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
泣
い
て
も
騒
い
で
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。
ご
家
族
で
生
の
演
奏
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

日
　

時
　

11
月
18
日（
日
）
　

11
時
開
演（
約
60
分
）

場
　

所
　

中
村
南
小
学
校
　

体
育
館

入
場
料
　

無
料（
１
０
０
家
族
招
待
）

応
募
方
法
　

往
復
は
が
き
に
①
代
表
者
の
氏
名
、
②
郵
便

番
号
、
③
住
所
、
④
電
話
番
号
、
⑤
参
加
人
数

（
大
人
○
人
、
未
就
学
児
○
人
か
を
必
ず
家
族

単
位
で
）
を
記
入
し
、
〒
７
８
０
‐
０
９
７
２

高
知
市
中
万
々
郵
便
局
留
「
０
歳
か
ら
６
歳

ま
で
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
係
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　

11
月
２
日（
金
）必
着

主
　

催
　

０
歳
か
ら
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

　
　
　
　

井
上

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ホ
ッ
と
M
a
M
a（
代
表：

井
上
真
由
美
）

　

☎
0
9
0-

8
9
7
5-

1
9
3
9

０
歳
か
ら
６
歳
ま
で

　
　
　
　

の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

「
秋
の
ド
タ
バ
タ
音
楽
会
」

　

８
月
26
日（
日
）、高
知
県
建
設
労
働
組
合
中
村
支
部

（
支
部
長：

坂
本
功
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
保
育
所
の
修
繕
・
補
修
な
ど
に
汗
を
流
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、建
築
業
に
従
事
し
て
い
る
人
た
ち
で
組

織
さ
れ
て
お
り
、毎
年
市
内
保
育
所
を
訪
問
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
修
繕
や
補
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
左
記

の
市
内
10
園
で
た
く
さ
ん
の
作
業
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も「
き
れ
い
に
な
っ
て
う
れ
し
い
。」と

元
気
に
、快
適
に
な
っ
た
保
育
室
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

保
育
所
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
！

保育所名

もみじ保育所

あおぎ保育所

下田保育所

東山保育所

蕨岡保育所

大用保育所

川登保育所

具同保育所

東中筋保育所

中筋保育所

修繕・補修箇所

遮光ネットカーテンレール修理

戸車の修理、床板の修理

網戸修理、水道水漏れ修理

手洗い場床の張替え、押入れの修理、テラ

ス板の修理

水道パッキン交換、戸の修理、戸車交換

網戸の修理、窓の修理、換気口の取替え

網戸の張替え、水道蛇口の取替え修理、水

道管水漏れ修理

床板の修理、滑車修理、水道パッキン修理

戸車の修理

床の張替え

10
平成24年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

10 （443冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

生きるぼくら

今を受け入れ、今を越える

エアヘッド！

官邸の１００時間

宿神　１・２

ゼラニウムの庭

途中の一歩　上・下

農家が教える自給エネルギー

　　　とことん活用読本

原田　マハ

土田　和歌子

メグ・キャボット

木村　英昭

夢枕　獏

大島　真寿美

雫井　脩介

農文協

あそぼうトリックアートランド

おおあたりぃ～

かかしのトーマス

こわがらなくていいんだよ

どんぐりむらのおまわりさん

ぼくのママはうんてんし

ゆうれい回転ずし本日オープン

夜の小学校で

竹内　龍人

かつらこ

オトフリート・プロイスラー

レナード・ワイスガード

なかや　みわ

おおとも　やすお

佐川　芳枝

岡田　淳

★ 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
様
よ
り
、
大
活
字
本
17
冊

　
　
　

５
０
、０
０
０
円
分
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

★

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
様
に
は
、毎
年
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、お
か
げ
さ
ま
で
大
活
字
本
が
大
変
充
実
し
て
い
ま
す
。小
さ
な
字
が

見
え
に
く
く
な
ら
れ
た
ご
高
齢
の
方
た
ち
に
も
、と
て
も
好
評
で
す
！

　

『
麦
屋
町
昼
下
が
り
』藤
沢
周
平
著
、『
真
鶴
』川
上
弘
美
著
な
ど
が
新

し
く
入
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

☆
☆
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
ま
で
読
書
週
間
で
す
☆
☆
　
　
　
　
　

　
　
　

秋
の
夜
長
に
、
ホ
ン
ト
ノ
キ
ズ
ナ
い
か
が
で
す
か
？
　
　
　
　

　
　
　
　

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
October

10
月
１
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

８
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

15
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

22
日
（
月
）
館
内
整
理
日

26
日
（
金
）
定
　

休
　

日

10
月
29
日
（
月
）
定
　

休
　

日

11
月
３
日
（
土
）
文

化

の

日

　
　

５
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

12
日
（
月
）
定
　

休
　

日
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

ぽっぽでおやつ作り・ティータイム　

　ぽっぽのホールでお母さんと一緒におやつ作りをする
よ！ニョッキを作ります。お楽しみに♪できあがったら、み
んなと一緒にいただきましょう！！

10月16日（火）、17日（水）、18日（木）　9:30～11:30
子育て支援センター

※３日間ありますが、グループを超えた活動です。希望の参
加日を１０月９日（火）までに子育て支援センターまでご
連絡下さい。先着１０組ずつまでとさせていただきます。
親子でエプロン、三角巾をご用意ください。

お楽しみ遠足・お誕生会

　　お母さんと一緒に安並公園へ出かけよう。落ち葉やどん
ぐり拾いなど秋探しもしようね♪10月生まれのお友だちの
お誕生会も行います。（天気にかかわらずお弁当・おやつ・水
筒・敷物を持参してください）　※現地集合・現地解散です。

10月26日（金）　10:00～11:30
安並公園（雨天の場合は子育て支援センター）

親子でクッキング　

　親子で楽しめる簡単クッキング！栄養士さんに教えても
らって一緒に作るよ。

11月１日（木）、２日（金）　9:30～11:30
働く婦人の家

※参加を希望される方は、１０月２６日（金）までに子育て支
援センターまでご連絡下さい。先着１０組ずつまでとさせ
ていただきます。
　親子でエプロン、三角巾をご用意ください。

もみじで遊ぼう　

　もみじ保育所のお友だちと一緒に　ままごと遊びやおも
ちゃで仲良く遊ぼう。

11月９日（金）　9:30～11:30
子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

※初めて参加を希望する人は、準備等の都合がありますの

で、あらかじめご連絡ください。①など番号のついている

活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ①②　[おもちゃを作ろう]

たのしく遊べる簡単なおもちゃを作って、お母さんと一緒に

遊ぶよ♪

①11月６日（月）、②７日（火）　9:30～11:30

子育て支援センター
※３５０ｍｌのペットボトルを１個、よく洗って乾かしてか
ら持ってきてください。

[お誕生会]

１０月生まれのぴよちゃんクラブのお友だちをみんなでお

祝いしようね。

10月25日（木）　9:30～11:30

子育て支援センター

時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

時

場

保 育 所 名

愛 育 園

もみじ保育所
あおぎ保育所
下 田 保 育 所
竹 島 保 育 所

古津賀保育所

八 束 保 育 所

具 同 保 育 所

東中筋保育所
東 山 保 育 所

月日
10月20日
11月12日
10月19日
10月19日
11月13日
11月７日
10月17日
11月14日
10月23日
10月18日
11月13日
10月22日
11月14日

土
月
金
金
火
水
水
水
火
木
火
月
水

時　間

9:30～10:30

10:00～11:00
9:30～10:30
09:30～11:00
9:30～10:30

10:00～11:00

9:30～10:30

9:30～10:30

09:30～11:00
10:00～11:00

駐車場

なし

なし
数台あり
数台あり
数台あり

数台あり

数台あり

数台あり

数台あり
数台あり

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
親
子
で
一
緒

に
触
れ
あ
っ
た
り
、
身
体
を
動
か
し

た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。
　

　

子
育
て
中
の
人
、
親
子
遊
び
に
興

味
の
あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

10
月
24
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場
　

所
　

具
同
体
育
セ
ン
タ
ー

講
　

師
　

岡
村
民

　

（
日
本
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
協
会

　

副
会
長
、
認
定
音
楽
療
法
士
）
　
　

 

参
加
料
　

無
料
　
　

　
　
　
　

※

動
き
や
す
い
服
装
で
参

　
　
　
　
　

加
く
だ
さ
い

主
　

催
　

　

四
万
十
市
子
育
て
応
援
団

　

ほ
っ
と
ポ
ケ
ッ
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課

　

☎（
３
４
）１
８
２
３

親
子
の
楽
し
い
集
い

育　児　相　談
相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:30～16:30
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気

軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所し

ての相談にも応じます。

※第３木曜日は、家庭相談員による育児相談を行ってい

ます。　9：30～11:30

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　0（３５）３７４８
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犬
の
フ
ン
害

　

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
も
９
月
３
日(

月)

、５
日(

水)

、７
日

(

金)

の
早
朝
に
愛
犬
の
フ
ン
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、フ
ン
お
よ
び
ご
み

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
中
村
地
区
区
長
会(

会
長
岡

山
静
夫
氏)

お
よ
び
具
同
地
区
区
長
会(

会
長

福
永
吉
盛
氏)

を
中
心
と
し
て
後
川
右
岸
お

よ
び
四
万
十
川
両
岸
の
お
祭
り
広
場
に
て

行
わ
れ
、協
力
団
体
と
併
せ
て
延
べ
１
７
０

人
以
上
の
人
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
平
成
10
年
ご
ろ
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
、始
め
た
こ
ろ
か
ら
比

べ
る
と
犬
の
フ
ン
の
放
置
に
つ
い
て
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、飼
い
主
の
マ
ナ
ー

向
上
の
た
め
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
た
活
動

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

区
長
会
を
始
め
協
力
団
体
の
方
々
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。四
万
十
川
流
域
の
衛
生
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）環
境
生
活
課

☎（
３
５
）４
１
４
７

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、パ
ソ
コ
ン
の
よ
う

に
多
様
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
接
続
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、機
能
を
追

加
で
き
る
こ
と
が
、従
来
の
携
帯
電
話
と
は

異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及

と
と
も
に
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
相
談
内
容
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

通
信
料
金
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、機

械
の
不
具
合
に
関
す
る
も
の
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
類
型
、消
費
者

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、具
体
的
な
相
談
事
例
を

掲
載
し
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
主
な
類
型

① 

修
理
に
出
し
て
も
不
具
合
が
続
く
。

②
す
ぐ
に
電
池
が
無
く
な
る
。

③
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
あ
ま
り

利
用
し
て
い
な
い
の
に
、パ
ケ
ッ
ト
料
金

が
上
限
額
に
な
る
。

④
通
信
制
限
が
あ
り
、動
画
が
見
ら
れ
な
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の
広
告
の

イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
判
断
せ
ず
、機
能
の
特

徴
を
十
分
ふ
ま
え
て
自
分
の
利
用
目
的

に
あ
っ
た
商
品
選
択
を
す
る
。

②
不
具
合
が
起
き
た
場
合
に
は
、ど
の
よ
う

な
時
に
症
状
が
お
こ
っ
た
の
か
を
確
認

し
て
お
く
。

③
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
内
容
を

よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
、む
や
み
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
な
い
。

④
海
外
に
持
っ
て
い
く
場
合
に
は
、必
ず
日

本
国
内
で
事
前
に
設
定
方
法
や
課
金
の

方
法
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。

具
体
的
な
相
談
事
例

①
未
成
年
の
息
子
が
無
料
ア
ダ
ル
ト
動
画

を
閲
覧
中
に
登
録
完
了
と
な
り
料
金
請

求
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。支
払
い
は
ど
う

な
る
か
。

②
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
退
会
ボ
タ
ン
を
誤

っ
て
タ
ッ
チ
し
た
ら
頻
繁
に
料
金
請
求

の
メ
ー
ル
が
入
り
だ
し
た
。払
い
た
く
な

い
。

③
機
種
変
更
し
た
が
不
具
合
が
続
き
、す
で

に
２
回
交
換
し
て
い
る
が
、ま
た
同
じ
故

障
が
起
き
て
い
る
。

④
受
信
メ
ー
ル
の
３
割
が
即
時
に
届
か
な

い
。本
体
を
交
換
し
て
も
症
状
が
改
善
し

な
い
。ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
、四
万
十
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

0（
３
４
）６
３
０
１

笑
っ
て
学
ぼ
う
　

〜
悪
質
商
法
撃
退
！
出
前
講
座
〜

　

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、夢
見
亭

わ
っ
ぱ
氏（
本
名

：

秋
田
隆
実
）を
講
師

に
お
招
き
し
て
消

費
生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

夢
見
亭
わ
っ
ぱ
氏
は
関
東
を
中
心
に
全

国
で
消
費
者
啓
発
用
の
出
前
落
語
を
行
っ

て
お
り
、四
国
内
で
は
今
年
５
月
に
高
松
市

で
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、県
内
で
は
安
芸
市
、

須
崎
市
で
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、笑
っ
て
学
べ
る
楽
し
い

講
座
で
す
の
で
、皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

11
月
14
日(

水)

　

13
時
30
分
〜

場
　

所
　

四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階 

大
会
議
室

入
場
料
　

無
料

　

参
加
希
望
の
人
は
左
記
連
絡
先
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
11
月
12
日(

月)

ま
で
に

お
申
し
込
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
市
）環
境
生
活
課
　

0（
３
５
）４
１
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）７
４
６
６
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浄
化
槽
設
置
者
へ
の
お
願
い

　

浄
化
槽
は
下
水

道
と
同
程
度
の
汚

水
処
理
性
能
を
持

つ
も
の
で
す
が
、正

し
い
使
い
方
と
適

正
な
維
持
管
理
が

な
さ
れ
な
い
と
、本

来
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

■
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。専
門
知
識
を
持

つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。市
町
村
長
の
許
可
を

受
け
た
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。

■
法
定
検
査
は
、浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
発

揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
大
変
重
要

な
検
査
で
す
。年
１
回
必
ず
指
定
検
査
機

関
で
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
指
定
検
査
機
関
】

高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

0
０
８
８（
８
６
０
）２
４
０
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）都
市
整
備
課 

下
水
道
係

0（
３
４
）６
１
２
９

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係

0（
５
２
）１
１
１
１

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

　

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
。自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
て
、環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

四
万
十
市
レ
ジ
袋
削
減
推
進
会
議
で
は
、今
年
も
ス
ー
パ
ー
の
店

頭
で
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、環
境
に
や
さ
し
い
買
い

物
へ
の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、高
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民
会
議
で
は
県
下
で
統
一
し

た
レ
ジ
袋
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て「
男
も（
女
も
）持
つ
ぞ
！
マ

イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
２
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
高
知
県
地
球
温
暖
化
防
止
県
民
会
議
県
民
部
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
n
p
o
-k
a
n
k
y
o
n
o
m
o
ri.c
o
m
/
k
e
n
m
in
k
a
ig
i/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言
表
彰
式

　

８
月
29
日（
水
）、「
子
ど
も
の

マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言
表
彰
式
」を
行

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
マ
イ
バ
ッ
グ
宣
言

と
は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
マ
イ
バ

ッ
グ
を
利
用
す
る
習
慣
を
つ
け

て
も
ら
う
と
同
時
に
、地
球
環
境

を
守
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

昨
年
度
に
続
い
て
２
回
目
と

な
る
今
年
度
は
40
チ
ー
ム
１
１

８
人
が
参
加
し
、マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
っ
て
の
買
い
物
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
約
３
週
間
に
お
い

て
参
加
者
全
体
の
レ
ジ
袋
辞
退

率
は
平
均
89
・
７
％
、断
っ
た
レ

ジ
袋
の
枚
数
は
合
計
２
３
９
３

枚
と
な
り
、そ
の
う
ち
レ
ジ
袋
を

断
っ
た
割
合
が
チ
ー
ム
平
均
で

80
％
以
上
と
な
っ
た
34
チ
ー
ム

１
０
０
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、マ
イ
バ
ッ
グ
で
の
買
い
物
を
始
め
て
か

ら「
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た（
88
人
）」、「
他
に
も
環
境

に
い
い
こ
と
に
取
り
組
ん
だ（
34
人
）」と
い
う
相
乗
効
果
も
表
れ
ま

し
た
。

　

レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と
が
、ご
み
の
削
減
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
、

石
油
資
源
の
節
約
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、１
人
ひ
と
り
の
環
境
へ

の
意
識
を
高
め
、そ
の
他
の
エ
コ
行
動
へ
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
い
、市
で
は
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
バ
ッ
グ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
不
要
に
な
る
も
の
は
貰
わ
な
い
・
買

わ
な
い

②
マ
イ
箸
や
マ
イ
水
筒
を
利
用
す
る

③
買
い
物
時
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
、不
要
な
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な

い
④
ば
ら
売
り
や
簡
易
包
装
の
商
品
を

選
ぶ

⑤
詰
め
替
え
が
で
き
る
商
品
を
選
ぶ

⑥
生
ご
み
は
生
ご
み
処
理
機
等
で
処

理
す
る
か
、水
分
を
よ
く
切
っ
て
か

ら
出
す（
家
庭
ご
み
の
約
40
％
は
生

ご
み
で
す
。そ
の
う
ち
、80
％
が
水

分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）

⑦
食
料
品
の
買
い
過
ぎ
、作
り
過
ぎ
に

注
意
し
、食
べ
残
し
を
な
く
す

【問い合わせ先】（市）環境生活課 0（34）6126

① ごみをできるだけ減らす（リデュース）
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

３Ｒでごみ減量！！！！！！

～家庭ごみを減らす７つのアイデア～
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市
で
は
地
域
や
企
業
等
で
、
人
権
学
習

会
を
す
る
際
の
講
師
紹
介
や
謝
金
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
課
題
は
、
今
日
に
お
い
て
も
生
命
、

身
体
の
安
全
に
か
か
わ
る
事
象
や
社
会
的

身
分
、門
地
、人
種
、信
条
、障
害
等
に
よ
る

不
当
な
差
別
や
人
権
侵
害
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
身
近
な
人

権
課
題
を
正
し
く
理
解
し
解
決
し
て
、
心

明
る
く
幸
せ
な
家
庭
生
活
と
地
域
社
会
が

築
か
れ
、「
人
と
人
が
支
え
合
う
地
域
」
が

実
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
の
地
区
や

企
業
で
も
人
権
学
習
会
を
し
ま
せ
ん
か
。

■

　

皆
さ
ん
に
人
権
の
課
題（
こ
ど
も
、女
性
、

高
齢
者
、
同
和
問
題
、
障
害
者
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
感
染
者
、
外
国
人
な

ど
）
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
た
だ
い
て
、

「
人
と
人
が
支
え
合
う
地
域
」の
実
現
を
め

ざ
す
も
の
で
す
。

■①
四
万
十
市
人
権
教
育
・
啓
発
登
録
講
師

　

の
紹
介

②
四
万
十
市
講
師
等
謝
金
の
取
り
扱
い
に

　

よ
る
講
師
謝
金
の
助
成

③
人
権
啓
発
用
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し

■

　

講
演
会
、
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
（
弾
き
語

り
）、お
話
し
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど
人
権
に

係
る
学
習

■

　

対 

象 

者：

企
業
・
各
種
団
体

　

主
　

  

催：

「
企
業
等
」ま
た
は

　
　
　
　
　

「
企
業
等
・
四
万
十
市
」

■

　

対
象
地
区：
四
万
十
市
全
地
区

　

主
　
　

催：

「
開
催
地
区
」ま
た
は

「
開
催
地
区
・
四
万
十
市
」

　

開
催
時
間：

９
時
〜
20
時
30
分（
原
則
）

　

当
該
区
民
・
住
民
の
協
力
の
も
と
に
集

会
所
等
に
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※
申
請
方
法
や
実
施
期
間
な
ど
詳
細
な
事

　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

（
市
）人
権
啓
発
課
　

　
　
　

☎（
３
５
）１
０
３
５

　
　

（
市
）教
育
委
員
会 

西
土
佐
事
務
所

　
　
　

☎（
5
2
）1
1
1
0

四
万
十
市
人
権
問
題
啓
発
研
修
会
・

地
区
別
人
権
教
室
支
援
事
業

四
万
十
市
人
権
問
題
啓
発
研
修
会
・

地
区
別
人
権
教
室
支
援
事
業

山本　衞（人権全般）
松下誠司（人権全般）

森本悦夫（子ども、同和問題【弾き語り】）
稲田充宏（人権全般）

松井浩之（スクールカウンセラーから見た人権全般）
山本千代（人権全般）
岡村相良（人権全般）
劉　長生（外国人）

　　

｢

今
年
も
四
万
十
川
に
行
く
の
？｣

と
子

供
が
尋
ね
て
く
る
頃
に
は
、
私
は
既
に
宿

泊
先
の
手
配
を
終
え
、
先
の
四
万
十
旅
行

に
思
い
を
馳
せ
、
子
供
以
上
に
私
が
四
万

十
へ
の
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

夏
季
に
家
族
で
四
万
十
川
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
十
四
〜
五
年
に
な
り
ま

す
が
、
子
供
ら
を
写
し
た
写
真
に
は
数
多

く
〝
日
本
最
後
の
清
流 

四
万
十
川
〞
が

写
っ
て
い
ま
す
。

　

四
万
十
方
面
へ
の
旅
行
は
、「
子
供
達
の

記
憶
に
残
る
旅
行
を
し
よ
う
」
と
い
う
の

が
発
端
で
し
た
。

　

私
も
妻
も
神
戸
生
ま
れ
の
神
戸
育
ち

で
、
子
供
の
頃
に
海
岸
や
山
の
小
川
で
遊

ん
だ
の
で
す
が
、
子
供
の
就
学
時
期
に
は

海
岸
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
砂
防
ダ
ム
を
流

れ
る
小
川
は
手
入
れ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

荒
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
自
然
に
触
れ
あ

う
場
所
は
無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

｢

広
く
、き
れ
い
な
川
で
子
供
を
思
い
切

り
遊
ば
せ
て
や
り
た
い｣

と
い
う
思
い
が
、

四
万
十
川
へ
の
旅
行
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

四
万
十
川
で
は
、子
供
は
遊
泳
・
魚
取
り

を
楽
し
み
、
大
人
は
自
然
の
中
で
遠
く
に

聞
こ
え
る
蝉
の
声
を
聞
き
、
日
常
業
務
か

ら
の
解
放
感
を
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
熱
心
に
川
遊
び
す
る
我
が
子
の

姿
は
幼
い
頃
の
自
分
と
重
な
り
、
自
分
を

育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
す
る
次
第

で
、
有
意
義
な
時
間
を
与
え
て
く
れ
る
四

万
十
川
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
単
身
の
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ

で
訪
れ
た
際
、
地
図
を
広
げ
て
行
き
先
を

探
す
私
に
地
理
教
示
を
し
て
下
さ
っ
た
だ

け
で
な
く
、
道
中
で
食
べ
な
さ
い
と
果
物

を
包
ん
で
下
さ
る
な
ど
、
土
地
に
お
住
ま

い
の
方
の
情
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、

四
万
十
と
い
う
土
地
柄
が
一
層
、
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
お
邪
魔
す
る
四
万
十
市
で
す
が
、

訪
問
を
重
ね
る
毎
に
川
遊
び
の
楽
し
み
方

が
増
え
ま
し
た
し
、
名
所
旧
跡
、
食
材
、
特

産
品
な
ど
、新
た
な
発
見
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
旅
行
で
は
、
〝
め
じ
か
〞
な
る
も

の
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
料

理
、
い
つ
か
機
会
を
得
て
食
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

日
本
中
に
川
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す

が
、四
万
十
川
ほ
ど
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、

恵
み
多
い
川
は

他
に
あ
り
ま
せ

ん
。
川
を
美
し
く

守
り
、
私
た
ち
旅

行
者
を
受
け
入

れ
て
下
さ
る
四

万
十
市
民
の
皆

様
に
紙
上
を
お

借
り
し
て
感
謝

と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り

　

川
に
感
謝
、人
に
感
謝

槙
田
　

透

　

兵
庫
県
神
戸
市
在
住

　

昭
和
36
年
生
ま
れ
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第18回

　当日は２，０００人のランナーがそれぞれの限界にチャレンジします。テーマソングでランナーの背中を後押し
するとともに、沿道での皆さんの暖かい声援をお願いします。
　また、コースとなっている道路は、幅の狭いところが多くあります。ランナーの安全はもとより、大会が円滑に運
営できるよう、当日はコース内への自動車の乗り入れは、極力控えていただきますようお願いします。

■スタート
100kmの部：５時30分／市立蕨岡中学校前
60kmの部：10時　　／四万十町こいのぼり公園前

■ゴール
県立中村高校・中学校　旧グラウンド（到着予想時刻：12時～19時30分）

■表彰式
場　所：県立中村高校・中学校　旧グラウンド
時　間：16時30分～　（100kmの部、男女総合１～８位）
　　　　　　　　　　（ 60kmの部、男女総合１～８位）

【問い合わせ先】
四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局　☎（34）0605  FAX（34）4894
西土佐事務局（西土佐ふれあいホール内）　　　☎（52）1110  FAX（52）1446

■参加資格　市内に居住または勤務する人で、各種ごとの要項に定める範囲とします。
■参加申込　(財)四万十市体育協会事務局または、各種目団体事務局へお申込ください。
■事故補償　大会における事故の補償は、各種目団体で応急処置を行い、病院を紹介した後は、大会本部が加入するス
　　　　　　ポーツ傷害保険以外の補償はありません。

【問い合わせ・申込先】
(財)四万十市体育協会事務局（四万十市安並4231／市民スポーツセンター内）　☎（34）2071

 四万十市民総合体育祭四万十市民総合体育祭第８回  四万十市民総合体育祭
総合開会式　　日　時　11月4日（日）8時30分～　　場　所　市民スポーツセンターアリーナ

スポーツセンター　運動広場

市立中村中学校　武道場（19:30～）
土佐清水市
スポーツセンター　アリーナ
蕨岡小学校　グラウンド
スポーツセンター　卓球場
スポーツセンター　温水プール
スポーツセンター　アリーナ
スポーツセンター　運動広場
西南大規模公園テニスコート
河川敷ゲートボール場
南小学校　グラウンド
土佐市高岡（35番札所清滝寺～石土の森）
西南大規模公園テニスコート
スポーツセンター　アリーナ
スポーツセンター　弓道場
スポーツセンター　運動広場
スポーツセンター　四万十スタジアム
具同体育センター
渡川緑地公園
常六～打井川越（鳥打場付近自然探索～四万十川沿帰路）
スポーツセンター　アリーナ
スポーツセンター　運動広場
スポーツセンター　四万十スタジアム
具同体育センター
スポーツセンター　運動広場
スポーツセンター　運動広場
スポーツセンター　アリーナ
具同体育センター
スポーツセンター　運動広場
スポーツセンター　四万十スタジアム

９月１日～
11月30日
10月26日
10月28日
11月3日

11月4日

11月10日
11月11日

11月18日

11月19日
11月23日
11月25日

早起きソフトボール

空手（玄武館）
居合
剣道
ペタンク
卓球
水泳
ソフトバレーボール
シニアソフトボール
ソフトテニス（一般・Jｒ）
ゲートボール
少年野球
登山（シ・マムタの会）
ソフトテニス（中学生）
バドミントン
弓　　道
壮年ソフトボール
軟式野球
家庭婦人バレーボール
ふれあいマラソン
登山（中村山の会）
ビートスカッシュ
サッカー
軟式野球
9人制女子バレーボール
グラウンド・ゴルフ
少年サッカー
スカッシュバレーボール
ミックスバレーボール
実年ソフトボール
軟式野球

日　　程 種　　目 場　　所

四万十川の自然と清流を守ろう
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第８回 四万十市文化祭 (10月～11月前半）

行  事  名
親筆会書作展

第６回 蓄音機　カラオケ歌謡ショー
波多美術協会展

第18回 剣城流中村剣舞愛好会
剣詩舞道大会

第36回　合唱団むぎ発表会
エレクトーンステージ2012
ジョイフルライブ in四万十

第８回 四万十市文化祭参加菊花展
中村写真協会写真展

盆栽展示
諸流秋のいけばな展
歌の祭典’12

PCサロン　ゆうゆう
第２回　作品展

第10回　定期演奏会
～リトルピアニストによる～

寒蘭花展示会

能楽発表会

開催日
10月19日（金）～21日（日）

10月21日（日）
10月26日（金）～30日（火）

10月27日（土）

10月28日（日）

10月28日（日）

10月28日（日）～11月4日（日）
11月１日（木）～5日（月）
11月2日（金）～4日（日）
11月3日（土）～4日（日）

11月3日(土)

11月7日（水）～12日（月）

11月10日（土）

11月10日（土）～11日（日）

11月11日（日）

開催日
9：00～17：00

開場17：00　開演18：00
9：00～17：00

開場12：30　開演13：00

開場13：00　開演13：30

開場12：30　開演13：00

9：00～17：00
9：00～17：00
8：00～17：00
9：00～17：00

開場17：00　開演18：00

9：00～17：00

開場12：30　開演13：00

8：00～16：00

開場8：00　開演9：00

会　　     場
中央公民館　展示ホール
文化センター　ホール
中央公民館　展示ホール

文化センター　ホール

中央公民館　大ホール

文化センター　ホール

中央公民館　　玄関前駐車場
中央公民館　展示ホール
中央公民館　大会議室Ⅰ
中央公民館　大ホール
文化センター　ホール

中央公民館　展示ホール

文化センター　ホール

中村地区建設協同組合会館
3階　大ホール

文化センター　ホール

11月後半以降の行事は、広報四万十11月号でご案内します。
【問い合わせ先】（市）教育委員会 生涯学習課　☎（37）7311

　
市
民
祭
の
と
き
、
市
役
所
か
ら
の
踊
り

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、「
新
々
な
か
む
ら
音

頭
」
と
い
う
曲
に
合
わ
せ
な
が
ら
中
心
市
街

地
を
躍
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
市

街
地
は
碁
盤
の
目
状
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の

成
り
立
ち
に
つ
い
て
究
明
し
て
み
よ
う
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
資
料
を
調
べ
て
み
た
結
果
、
応
仁

２
年
（
１
４
６
８
年
）
前
関
白
一
條
教
房
公

は
、
応
仁
の
乱
を
逃
れ
、
土
佐
の
国
、
幡
多
の

庄
、本
郷
中
村
に
下
向
し
、京
の
都
に
対
す
る

思
慕
の
念
か
ら
京
都
を
模
し
て
中
村
御
所

（
現
一
條
神
社
）
を
中
心
に
、
碁
盤
目
の
道
路

や
地
名
な
ど
随
所
に
京
を
思
わ
せ
る
街
づ
く

り
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

で
は
、
京
都
は
ど
う
し
て
碁
盤
の
目
状
に

な
っ
た
の
か
。

　

古
く
京
都
は
、
し
ば
し
ば
中
国
王
朝
の
都

と
な
っ
た
洛
陽
に
ち
な
み
、
京
洛
、
洛
中
、
洛

陽
な
ど
と
い
わ
れ
、
元
々
は
平
安
京
を
東
西

に
分
割
し
、西
側
を「
長
安
」、東
側
を「
洛
陽
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、京
都
は
中

国
の
長
安
と
洛
陽
を
模
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
中
国
の
長
安
と
洛
陽
の
町
の
形

成
原
因
を
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

　

王
勇
氏
が
著
作
し
た『
日
本
文
化
』に
よ
る

と
、唐
の
長
安
と
洛
陽
は
後
漢
末
の
武
将
・
政

治
家
・
詩
人
と
し
て
著
名
な
曹
操
の
立
身
出

世
の

城
を
模
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
中
村
は
京
都
を
模

し
、京
都
は
長
安
と
洛
陽
を
模
し
、長
安
と
洛

陽
は

城
を
模
し
た
の
で
、そ
の
意
味
で
、中

村
と
曹
操
と
の
間
に
、
一
定
の
縁
が
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
四
万
十
市
と
友
好
都
市
提
携
し
て

い
る
亳
州
市
は
曹
操
の
出
身
地
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
の
故
郷
で
あ
る
合
肥
市
は

後
漢
末
期
に
曹
操
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
劉
馥

が
整
備
し
、
曹
操
と
孫
権
の
係
争
地
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

要
す
る
に
、
中
村
は
歴
史
の
偉
人
の
曹
操

と
一
定
の
ゆ
か
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確

か
で
す
。

　

私
個
人
に
と
っ
て
、
中
国
の
ふ
る
さ
と
に

い
て
も
、
第
二
の
故
郷
と
い
え
る
中
村
に
い

て
も
、
曹
操
と
の
縁
が
あ
る
な
と
感
じ
ま
し

た
。

ギ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

ハ
ク
シ
ュ
ウ

ギ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

リ
ュ
ウ
フ
ク

曹
操
と
中
村国

際
交
流
員
　

劉 

長
生

平
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映
像
の
幡
多 

上
映
会 

〜
歴
史
・
風
土
・
文
化
と
は
〜

映
像
の
幡
多 

上
映
会 

〜
歴
史
・
風
土
・
文
化
と
は
〜

『
足
摺
岬
』

　
　

１
９
５
４
年
、近
代
映
画
協
会
製
作
。田
宮
虎

　

彦
の
同
名
小
説
を
ベ
ー
ス
に
、「
菊
坂
」「
絵
本
」

　

な
ど
の
他
の
小
説
の
エ
ッ
セ
ン
ス
や
設
定
な
ど

　

を
加
味
し
て
、新
藤
兼
人
が
脚
色
し
た
。物
語
の

　

展
開
は
、「
足
摺
岬
」
が

　

基
本
と
な
っ
て
お
り
、

　

姉
弟
に
中
国
戦
線
で
捕

　

虜
と
な
る
兄
が
い
る
の

　

は
「
絵
本
」
の
設
定
、
菊

　

坂
の
下
宿
界
隈
の
様
子

　

や
母
の
死
は
「
菊
坂
」
を

　

取
り
入
れ
て
い
る
。

　

吉
村
公
三
郎
監
督
、
主
な
出
演
者
は
、
木
村
功
、
津
島

　

恵
子
、砂
川
啓
介 

ほ
か
。上
映
時
間
１
０
８
分
。

日
　

時
　

10
月
25
日（
木
）

　
　
　
　

14
時
〜
／
19
時
〜（
２
回
）

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

鑑
賞
券
　

連
続
鑑
賞
券：

１
５
０
０
円

　
　
　
　

単
独
鑑
賞
券：

５
０
０
円

11
月
以
降
も
以
下
の
映
画
を
上
映
す
る
予
定
で
す
。

　

11
月
27
日（
火
）『
孤
島
の
太
陽
』（
１
９
６
８
年
）

　

12
月
20
日（
木
）『
四
万
十
川
』（
１
９
９
１
年
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
　
　

☎（
３
４
）７
３
１
１

　

京
都
の
戦
乱
を
の
が
れ
て
、
応
仁
二
年

(

一
四
八
八)

九
月
二
五
日
、堺
よ
り
船
出
し

た
前
関
白
一
條
教
房
は
、高
岡
の
国
人（
こ

く
じ
ん
）
大
平
氏
の
船
で
夫
人
や
家
司
を

伴
っ
て
土
佐
に
下
向
し
た
。
所
領
幡
多
荘

の
直
務（
じ
き
む
）支
配
を
お
こ
な
う
た
め

で
あ
る
。
中
村
へ
の
到
着
は
十
月
も
半
ば

過
ぎ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
一
條
家
と
幡
多
荘
の
関
係
は

鎌
倉
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
平
安
後
期
よ

り
土
佐
は
朝
廷
の
政
治
を
補
佐
す
る
摂
関

家
藤
原
氏
の
知
行
国
で
あ
っ
た
。
知
行
国

と
は
、
朝
廷
よ
り
そ
の
国
の
支
配
が
知
行

国
主
で
あ
る
摂
関
家
や
将
軍
家
な
ど
の
有

力
な
公
家
や
武
家
に
任
さ
れ
た
。
知
行
国

主
は
家
来
を
国
司
に
推
挙
し
、
国
司
の
支

配
す
る
国
衙
領(

荘
園
以
外
の
土
地)

の
収

入
を
自
家
の
も
の
と
し
た
。

　

幡
多
郡
は
九
条
家
が
土
佐
知
行
国
主
の

時
代
に
荘
園
と
し
て
立
荘
さ
れ
た
が
、
建

長
二
年(

一
二
五
〇)

、九
条
道
家
よ
り
一
條

家
の
祖
で
あ
る
四
男
の
一
條
実
経
に
伝
領

さ
れ
、
以
後
一
條
家
領
幡
多
荘
と
し
て
存

続
し
戦
国
期
に
至
る
。

　

幡
多
荘
の
領
域
は
、
幡
多
郡
の
ほ
ぼ
全

域
（
本
庄
・
大
方
庄
・
山
田
庄
・
以
南
村
）
と

加
納
と
し
て
高
岡
郡
・
久
礼
を
含
ん
だ
広

範
囲
な
地
域
で
あ
っ
た
。 (

図
参
照) 

　

と
こ
ろ
で
、
幡
多
荘
に
中
村
と
い
う
地

名
が
確
認
で
き
る
の
は
鎌
倉
期
の
こ
と
で

あ
る
。
一
條
家
の
祈
願
寺
で
あ
っ
た
足
摺

金
剛
福
寺
の
「
金
剛
福
寺
文
書
」
に
よ
る

と
、正
安
二
年（
一
三
〇
〇
）、金
剛
福
寺
は

回
禄（
焼
失
）し
た
が
、人
々
に
造
寺
・
造
仏

の
寄
進
を
勧
め
る
勧
進
活
動
が
展
開
さ
れ

た
。一
條
家
は
金
剛
福
寺
の
再
建
の
た
め
、

幡
多
荘
の
村
々
に
官
米
七
十
石
を
奉
加

(

寄
進)

す
る
よ
う
命
ず
る
政
所
下
文
を
発

給
し
、奉
加
官
米
を
割
り
当
て
て
い
る
。そ

の
村
々
と
は
①
具
同
村
、②
敷
地
村
、③
中

村
、④
平
田
村
、⑤
山
田
村
、⑥
宿
毛
村
、⑦

大
方
郷
、⑧
以
南
村
、⑨
磯
河
名
、⑩
江
村
、

⑪
仁
井
田
山
の
十
一
の
村
々
で
あ
り
、
具

同
村
や
敷
地
村
と
並
ん
で
中
村
の
地
名
が

登
場
す
る
。(

図
参
照
・
番
号
は
筆
者
に
よ

る) 

　

「
中
」
あ
る
い
は
「
中
村
」
の
地
名
は
、
地

域
の
中
心
を
示
す
地
名
で
あ
り
、
幡
多
荘

が
成
立
し
た
鎌
倉
期
以
降
、
四
万
十
川
と

後
川
の
両
河
川
に
は
さ
ま
れ
、
四
万
十
川

流
域
の
水
運
と
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
と

い
う
地
理
的
条
件
か
ら
し
だ
い
に
幡
多
荘

本
庄(

本
郷)

の
荘
園
経
済
の
中
心
的
村
落

と
し
て「
中
村
」が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

教
房
は
、
土
佐
に
下
向
し
た
翌
年
に
は

中
村
に
御
所
を
建
て
幡
多
荘
の
直
務
支
配

を
開
始
し
た
。
以
後
、
文
明
十
二
年
（
一
四

八
〇
）
十
月
ま
で
中
村
で
十
二
年
間
を
す

ご
し
、
再
び
上
洛
す
る
こ
と
な
く
五
十
八

歳
の
生
涯
を
終
え
た
。そ
の
間
、教
房
は
幡

多
荘
の
経
営
に
つ
と
め
、以
南
村(

土
佐
清

水
市)

の
国
人
加
久
見
氏
の
娘(

中
納
言
局)

と
の
間
に
房
家
が
誕
生
し
て
い
る
。
墓
所

は
中
村
高
校
の
西
、
奥
御
前
の
妙
花
寺
跡

に
あ
る
。

　

教
房
が
中
村
に
館
を
構
え
た
こ
と
で
、

中
村
は
幡
多
荘
の
政
治
的
な
中
心
と
し
て

人
々
が
集
ま
り
、
京
都
よ
り
公
家
や
僧
侶

な
ど
が
頻
繁
に
来
訪
し
て
中
村
は
土
佐
の

中
で
も
文
化
的
に
他
に
卓
越
し
、
寺
院
や

神
社
が
勧
請
さ
れ
本
格
的
な
市
町
が
形
成

さ
れ
て
中
村
の
地
名
に
ふ
さ
わ
し
い
中
世

の
町
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

一
條
氏
と
中
村 

（
二
）

　

幡
多
荘
と
中
村

東
近
　

伸

土佐国幡多荘略図
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市県民税 　　 ３期分

国民健康保険税　４期分

初心者合気道教室 　

合
気
道
は
、年
齢
・
性
別
そ
し
て
体
格
や
腕

力
に
一
切
関
係
な
く
、
自
然
の
動
き
（
円
運

動
）
と
気
の
養
成
（
呼
吸
法
）
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
一
生
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
近
代
武

道
で
す
。

　

健
康
増
進
・
美
容
ま
た
護
身
術
と
し
て
、一

度
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
　

間
　

11
月
６
日（
火
）〜
12
月
７
日（
金
）

　
　
　
　

毎
週
火
・
金
曜
日
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

武
道
場

定
　

員
　

15
人（
先
着
順
）

参
加
料
　

３
５
０
０
円（
保
険
料
込
）

対
象
者
　

健
康
な
人
で
、年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
期
間
　

10
月
12
日（
金
）〜
31
日（
水
）

講
　

師
　

高
知
県
合
気
道
連
盟
中
村
合
気
会

※

主
催
者
側
で
加
入
す
る
傷
害
保
険
以
外
は

　

補
償
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

教
室
・
講
座

問 申
（財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）
☎（34）2071

問

第３回 男性の料理教室 　

秋
の
味
覚
き
の
こ
を
使
っ
て
、
簡
単
・
お
い
し

い
パ
ス
タ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ス
ペ
イ
ン
風
オ
ム
レ
ツ
を
添
え
て
、彩
り
も
き

れ
い
な
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
　

時
　

11
月
17
日（
土
）
　

10
時
30
分
〜
13
時

　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
等
変
更
に
な
る
こ

　
　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

２
階
調
理
室

内
　

容
　

〜
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
〜

　
　
　

《
き
の
こ
の
パ
ス
タ
・
ス
ペ
イ
ン
風
オ
　

　
　
　

ム
レ
ツ
》

講
　

師
　

谷
崎
佐
千
代
　

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性
　
　
　
　
　
　
　

定
　

員
　

男
性
10
人

材
料
費
　

６
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん（
３
枚
）、筆
記
用
具

申
込
方
法
　

10
月
15
日
（
月
）
か
ら
本
人
に
限
り

　
　
　
　
　

窓
口
・
電
話
で
受
付

　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

９
時
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

教
室
・
講
座

働く婦人の家
☎（34）6299

催
　

し

　

合
併
し
て
４
回
目
の
西
土
佐
運
動
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
運
動
会
は
２
年
に
１
度
の
西
土
佐
地
域
あ

げ
て
の
大
き
な
運
動
会
で
す
。当
日
は
西
土
佐
地
域

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

11
月
４
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

場
　

所
　

西
土
佐
地
区
運
動
場

第４回 西土佐運動会

問
（市）教育委員会 西土佐事務所　
☎（52）1110　FAX（52）1446

全国地域安全運動
～みんなでつくろう安心の街～

10月11日（木）～20日（土）

　上記の期間、「平成24年 全国地域

安全運動」が行われます。

　中村地区地域安全協会・中村署で

は、犯罪や事故・災害のない「安全で

住みよいまちづくり」の願いをこめ

て、「地域安全パレード」を行います。

　中村南小学校の鼓笛隊の皆さん

の演奏とともに、ボランティアの

方々が防犯グッズなどを配りなが

らパレードします。

　ぜひご参加ください。

■日　時　10月11日（木）

　　　　　16時15分～

■パレードコース

　市役所駐車場 → 一条通 →

　天神橋アーケード → 市役所

【問い合わせ先】

中村地区地域安全協会

（中村警察署内）

☎（３４）０１１０

申
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催
　

し

催
　

し

宝くじコンサート 大阪交響楽団演奏会

四万十川国際音楽祭2012 モーツァルト・トリオ コンサート 　

日
本
を
代
表
す
る
チ
ェ
リ
ス
ト
藤
原
真
理
と
、

〈
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
魔
術
師
〉の
異
名
を
持
つ
カ

ン
ト
ロ
フ
、
大
作
曲
家
の
血
を
引
く
天
才
ヴ
ィ

オ
ラ
奏
者
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
。
伝
説
の
弦
楽

ト
リ
オ
、最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。音
楽
祭
な

ら
で
は
の
価
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

12
月
３
日（
月
）
　

　
　
　
　

19
時
開
演（
18
時
30
分
開
場
）

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

曲
　

目
　

・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／
バ
ッ
ハ：

６
つ
の
プ
レ

　

リ
ュ
ー
ド
と
フ
ー
ガ
　

Ｋ
Ｖ
４
０
４
ａ
よ
り

　

第
1
番

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：

弦
楽
三
重
奏
曲
Op.
９‐

３

・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト：

弦
楽
三
重
奏
曲
第
１
番
Ｄ

　

４
７
１
　

世
界
初
演

　

（
未
完
の
第
２
楽
章
は
Ｖ.

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
校
訂
版
）

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン：

弦
楽
三
重
奏
の
た
め
の

　

セ
レ
ナ
ー
ド
Op.
８

チ
ケ
ッ
ト（
指
定
席
）
　

３
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト（
前
　

売
）

　

一
　
　
　

般：

２
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下：

１
０
０
０
円

　

※

当
日
は
各
５
０
０
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

市
立
中
央
公
民
館
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、教

　

委
西
土
佐
事
務
所
、ア
ピ
ア
さ
つ
き
、サ
ニ
ー

　

マ
ー
ト
四
万
十
店
、
市
内
楽
器
店
、
鈴
ハ
イ

　

ヤ
ー
、
澤
近
画
廊
、
総
合
衣
料
田
中
屋
、
南
海

　

楽
器（
宿
毛
市
）、高
新
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

催
　

し

問
四万十川国際音楽祭実行委員会(市立中央公民館内)
☎（34）7311

問
(市)教育委員会 生涯学習課
☎（34）7311

問 申
（市）教育委員会 社会体育課
☎（34）2071

　

聴
衆
を
熱
く
感
動
さ
せ
る
演
奏
が
、「
魂
の
叫

び
」「
情
熱
の
音
」
と
評
さ
れ
る
大
阪
交
響
楽
団
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
近
藤
嘉
宏
氏

を
迎
え
、
佐
藤
俊
太
郎
氏
の

指
揮
の
も
と
、
大
阪
交
響
楽

団
の
奏
で
る
シ
ョ
パ
ン
や

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
名
曲
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
る
特

別
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

12
月
17
日（
月
）

　
　
　
　

19
時
開
演（
18
時
30
分
開
場
）

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

曲
　

目
　
　

　

・
シ
ョ
パ
ン

　
　

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
ホ
短
調
Op.
11

　

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　

交
響
曲
第
６
番「
田
園
」ヘ
長
調
Op.
68

チ
ケ
ッ
ト（
前
売
）

　

一
　
　
　

般：
３
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下：
１
５
０
０
円

　

※

当
日
は
各
５
０
０
円
増
し

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

市
立
中
央
公
民
館
、
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
、
教

　

委
西
土
佐
事
務
所
、
ア
ピ
ア
さ
つ
き
、
サ
ニ
ー

　

マ
ー
ト
四
万
十
店
、
市
内
楽
器
店
、
鈴
ハ
イ

　

ヤ
ー
、澤
近
画
廊
、総
合
衣
料
田
中
屋
、南
海
楽

　

器（
宿
毛
市
）

小学生のスポレク・チャレンジ・フェスタ 　

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、い
ろ

い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め

る
た
め
、昨
年
度
好
評
だ
っ
た
小
学
生
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
レ
ク
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ェ
ス
タ
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。

　

簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
運
動
で
楽
し
み
な
が
ら
競

い
合
い
、運
動
が
苦
手
な
子
で
も
活
躍
で
き
る
よ

う
な
種
目
を
行
い
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
10
日（
土
）、24
日（
土
）

　
　
　
　

12
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
９
時
〜
11
時
40
分

場
　

所
　

東
山
小
学
校 

体
育
館

対
　

象
　

小
学
校
１
年
生
〜
６
年
生

　
　
　
　

（
学
年
別
の
ハ
ン
デ
が
あ
り
ま
す
）

申
込
期
限
　

11
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
途
中
で
受
付
を
締

　

  

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※

運
動
が
で
き
る
服
と
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご

　

用
意
く
だ
さ
い
。

　

上
位
６
名
に
表
彰
状
、３
位
以
上
に
は
メ
ダ
ル

　

を
授
与
し
ま
す
。
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教
室
・
講
座

募
　

集

電動アシスト自転車教室

エコドライブ教習会～自分の運転を見直し、燃費を改善してみませんか？～ 　

地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

〜「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」と
は
地
球
に
も
家
計
に

も
優
し
い
運
転
方
法
の
こ
と
で
す
〜

日
　

時
　

10
月
26
日(
金)

　
　
　
　

午
前
の
部：
８
時
40
分
〜
12
時

　
　
　
　

午
後
の
部：

13
時
30
分
〜
16
時
50
分

場
　

所
　

四
万
十
自
動
車
学
校

　
　
　
　

(

具
同
５
９
２
７‐

１)

対
象
者
　

四
万
十
市
内
に
居
住
の
普
通
自
動
車

　
　
　
　

運
転
免
許
を
持
つ
人

受
講
料
　

無
料

定
　

員
　

18
人（
午
前
、午
後
の
部 

各
９
人
ず
つ
）

　

※
 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

内
　

容

　

(1)
通
常
走
行
の
燃
費
計
測

　

(2)
座
学
に
よ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
基
礎
知
識

　

(3)
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
走
行
の
燃
費
計
測

　

(4)
走
行
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

申
込
方
法

　

下
記
ま
で
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

申
込
期
限
　

10
月
15
日(

金)

教
室
・
講
座

問 申
（市）環境生活課 環境係
☎（34）6126

問
（市）教育委員会 社会体育課
 ☎（34）2071

問
高知県立中村養護学校　☎（34）1511　 FAX（34）1625
（担当　西尾・中澤）

問 申
（社）四万十市観光協会（一條大祭奉賛会事務局）
☎（35）4171

　

健
康
と
防
災
を
見
す
え
た
「
電
動
自
転
車
教

室
」で
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
？

　

大
人
用
の
自
転
車
に
乗
る
こ
と
の
で
き
る
人

な
ら
誰
で
も
参
加
可
能
で
す
。自
転
車
は
主
催
者

が
用
意
し
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
18
日（
日
）  

13
時
30
分

　

※

雨
天
の
場
合
は
12
月
８
日（
日
）

場
　

所
　

四
万
十
川
河
川
敷（
お
祭
り
広
場
）

内
　

容 
 

　

・
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
教
室(

交
通
指
導

　
　

員)

　

・
災
害
時
の
自
転
車
の
使
い
方(

中
村
警
察

　
　

署
・
予
定)

　

・
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
利
用
方
法

　
　

(

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）

参
加
料 

無
料（
保
険
は
主
催
者
で
加
入
し
ま
す
）

募
集
人
数
　

先
着
９
人
程
度

申
込
期
限
　

11
月
12
日（
月
）

下鴨神社御神火授与式 拝観ツアー 　

一
條
大
祭
奉
賛
会
で
は
、
毎
年
、
一
條
大
祭
開

催
に
合
わ
せ
て
京
都
下
鴨
神
社
よ
り
御
神
火
を

拝
受
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
左
記
の
内
容
で
募
集
し

ま
す
。

ツ
ア
ー
日
程

　

11
月
20
日（
火
）〜
21
日（
水
）／
１
泊
２
日

ツ
ア
ー
内
容

　

20
日（
火
）

　

・
５：

45
　
高
知
西
南
交
通
佐
岡
本
社 

集
合

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
２
６
６

　

・
６：

00
　
高
知
西
南
交
通
佐
岡
本
社
　

出
発

　

・
14：

00
　
京
都
着
　

市
内
視
察
　

　
　
　
　
　

【
嵐
山
】天
龍
寺
・
渡
月
橋
周
辺

　

・
16：

00
　
宿
泊（
ア
パ
ホ
テ
ル
京
都
堀
川
通
／

　
　
　
　
　

９
９
７
５
円 

朝
食
付
）チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

　

・
18：

00
　
夕
食（
全
員
で
食
事
／
６
０
０
０
円
）

　

21
日（
水
）

　

・
８：

00
　
ホ
テ
ル
発

　

・
８：

30
　
下
鴨
神
社
到
着

　

・
９：

00
　
御
神
火
授
与
式
拝
観
／
直
会（
２
０

　
　
　
　
　

０
０
円
）

　
　
　
　
　

ネ
ク
タ
イ
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

・
10：

30
　
下
鴨
神
社
出
発

　

・
20：

00
　
高
知
西
南
交
通
着

募
集
人
数
　

市
内
在
住
の
人
10
人

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定

　
　

し
ま
す

応
募
締
切
　

11
月
５
日（
月
）17
時
ま
で

参
加
費
　

宿
泊
代
、夕
食
代
、直
会
弁
当
代（
１
７

　
　
　
　

９
７
５
円
）は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

申

教
室
・
講
座

第２回
中村養護学校 公開授業ウィーク　

中
村
養
護
学
校
で
は
、子
ど
も
た
ち
や
学
校
の

こ
と
、
授
業
に
つ
い
て
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
公
開
授
業
ウ
ィ
ー
ク

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
２
回
目
の
公
開

を
、
左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
学
校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時

　

11
月
12
日（
月
）〜

　
　
　

16
日（
金
）

　

８
時
50
分
〜

　

15
時
30
分

　

（
月
・
水
／
小
学
部
は

14
時
35
分
ま
で
）

場
　

所

　

県
立
中
村
養
護
学
校

　

（
古
津
賀
３
０
９
１
）

小学部 生活単元学習（調理）

平
成
24
年
10
月
号

28



平
成
24
年
10
月
号

29

教
室
・
講
座

定期相談所

（本庁）総務課
　　　☎（34）1804

高知地方法務局
四万十支局
☎（34）1600

総務省
高知行政評価事務所
☎ 088（824）4100

日本政策金融公庫高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

秋の一日
合同相談所

くらしの
総合相談所

合同行政
相談所

行政相談所

特設人権
相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日開催）

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

10月19日（金）
13時～16時

11月6日（火）
10時～15時

社会福祉センター

フジグラン四万十
（具同）

JA高知はた本所 
3階

10月25日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田二三生 ☎(35)6414
　　　　　正木　卓夫 ☎(37)2560

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
について行政機関合同での相談受付

四万十市雇用創造促進協議会　10月開催講座

ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせの上お申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。

募集種目 日　　時

◆新規創業・事業拡
大セミナー／バイオ
マスエネルギー研修

10月２日（火）
【第１部】
14:00～15:00
【第２部】
15:00～17:00

9月20日（木）
～10月1日（月）

場　　所 内　　容 講　　師 募集期間

市立文化センター
１階 中会議室

【第１部】
・四万十市の素材発掘！新商品開発のための
ワークショップ　その２～素材を持ち寄ろう～
【第２部】
・ＮＰＯ法人えがおつなげての活動事例

【第１部】
佐々倉玲於氏（一般社
団法人いなかパイプ
代表理事）
【第２部】
曽根原久司氏（ＮＰＯ
法人えがおつなげて
代表理事）

◆販売流通促進講座
10月26日（金）
17:30～19:30

9月20日（木）
～10月25日（木）

中村商工会議所
３階大会議室
（予定）

・攻めの商店街活性化時代

木下斉氏（一般社団法
人エリア・イノベー
ション・アライアンス
代表理事）

◆高付加価値農産物
生産計画・技術力向
上研修

10月29日（月）
14:00～17:00

10月30日（火）
9:00～12:00

9月20日（木）
～10月26日（金）

実地研修
鍋島圃場
（集合：あぐりっこ
研修センター）

座学
あぐりっこ
研修センター

・秋冬野菜の定植・播種後の検証と管理
※天候や圃場の状況で内容変更の可能性あり
※野外研修ですので作業できる服装で、熱中
　症対策の為の飲み物をご用意してください。

・品目別野菜の成長過程とポイント

山下一穂氏
（有機のがっこう「土
佐自然塾」塾長）

問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

募
　

集

自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096問

陸上自衛隊 高等工科学校生徒募集

教
育
お
よ
び
卒
業
資
格

　

高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教
育
を
受
け
、併
せ
て

　

各
種
の
教
育
や
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高
等
学
校
に
入
学
し
、
生
徒

　

課
程
終
了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き

　

ま
す
。
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員
（
生
徒
）
で
、
手
当

　

の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
等
を
受
け
る

　

制
度
で
す
。

受
付
期
間
　

平
成
24
年
11
月
１
日（
木
）〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
７
日（
月
）

応
募
資
格

　

平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

　

子
で
、中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

　

課
程
修
了
者（
見
込
み
の
人
を
含
む
）

試
験
日
お
よ
び
試
験
場
所

　

・
一
次
試
験
　

平
成
25
年
１
月
19
日（
土
）

場
所：

四
万
十
市
内

　

・
二
次
試
験
　

平
成
25
年
２
月
２
日（
土
）

場
所：

高
知
駐
屯
地

合
格
発
表

　

・
一
次
試
験
　

平
成
25
年
１
月
28
日（
月
）

　

・
最
終
合
格
　

平
成
25
年
２
月
22
日（
金
）

生
徒
の
待
遇

　

・
生
徒
手
当：

月
額
９
４
９
０
０
円

期
末
手
当（
６
月
・
12
月
）

　

・
衣
食
住：

全
員
が
駐
屯
地
で
生
活
し
、
宿
舎
は
無
料

　
　
　
　
　

で
、
食
事
・
制
服
類
・
寝
具
に
つ
い
て
は
、
支

　
　
　
　
　

給
ま
た
は
貸
与

　

・
休
日
、休
暇：

週
休
２
日
制
、祝
日
、年
末
年
始
お
よ
び

　
　
　
　

     

　

夏
期
休
暇
、年
次
休
暇



市民のひろば市民のひろば

お知らせお知らせ
　

11
月
の
第
３
日
曜
日
の
「
家
族
の
日
」
に

合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
家
族
に
、感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
料
理
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
　

時
　

11
月
18
日（
日
）
　

９
時
〜
15
時

場
　

所
　

ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村

内
　

容
　

調
理
し
た
お
弁
当
を
ご
家
族
と

　
　
　
　

一
緒
に
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
者
　

小
学
校
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保

　
　
　
　

護
者

募
集
人
数
　

小
学
生
、保
護
者
各
20
人

　
　
　
　
　

（
20
組
）

　

※
先
着
順

持
参
す
る
も
の
　

　

お
弁
当
箱
、エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

参
加
費
　

無
料

申
込
方
法
　

左
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　

10
月
12
日（
金
）〜

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

（
社
）中
村
青
年
会
議
所

　

☎（
3
4
）２
６
９
２（
平
日
10
時
〜
15
時
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
3
4
）５
０
２
６

　

E
-m
a
il：
in
fo
@
n
a
k
a
m
u
ra
-jc
.o
rg

感
謝
を
込
め
て
on 

家
族
の
日

感
謝
を
込
め
て
on 

家
族
の
日

〜
あ
り
が
と
う
の
一
言
で

家
族
の
絆
は
深
ま
る
〜

■
10
月
14
日
は
鉄
道
の
日
で
す

　

明
治
５
年
10
月
14
日
に
日
本
初
の
鉄
道
が
開
通
し

た
こ
と
か
ら
、
毎
年
こ
の
日
を
「
鉄
道
の
日
」
と
定
め
、

鉄
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
も
左
記
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
鉄
道
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
全
線
１
０
０
円
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
の
普
通
列
車
運

　

賃
を
全
区
間
１
０
０
円
と
し
ま
す
。

　

実
施
日：

10
月
14
日（
日
）

　

※

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
・
宿
毛
線
　

普
通
列
車

　
　

１
回
の
乗
降
に
つ
い
て
１
０
０
円
で
す
。

　

※

特
急
列
車
の
運
賃
は
通
常
ど
お
り
で
す
。

○
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
　

見
学
・
撮
影
会

　

皆
さ
ん
に
大
人
気
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
の
見
学
・

　

撮
影
会
を
行
い
ま
す
。

　

日
　

時：

10
月
14
日（
日
） 

14
時
〜
14
時
30
分

　

対
　

象：

小
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ま

　
　
　
　

 

（
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
）

　

※

参
加
希
望
者
は
事
前
に
下
記
申
込
先
ま
で
電
話
・

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み

　
　

の
際
に
身
長
を
教
え
て
く
だ
さ
い
）

　

※

先
着
で
10
人
に
、駅
長
の
制
服
を
着
て
撮
影
を
す

　
　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
小
学
校
低
学
年
ま
で
）

○
中
村
駅
・
宿
毛
駅 

図
画
書
道
展

　

中
村
・
宿
毛
線
沿
線
の
小
学
生
の
図
画
や
書
道
作
品

　

を
中
村
駅
待
合
室
と
宿
毛
駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
展
示

　

し
ま
す
。

　

展
示
期
間：

10
月
31
日（
水
）ま
で

■『
コ
ロ
ニ
ー
な
生
活
』コ
ラ
ボ
き
っ
ぷ
発
売

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、
携
帯
ゲ
ー
ム
『
コ
ロ

ニ
ー
な
生
活
』と
提
携
し
た
コ
ラ
ボ
切
符
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

『
コ
ロ
ニ
ー
な
生
活
』は
、携
帯
電
話
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
利
用
し
て
位
置
情
報
を
取
得
し
、移
動
距
離
に
応
じ

て
溜
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
で
ゲ
ー
ム
内
の
自
分
の
コ
ロ

ニ
ー
を
発
展
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

コ
ラ
ボ
切
符
を
購
入
し
、
利
用
後
に
『
コ
ロ
カ
カ
ー

ド
』
に
交
換
し
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
シ
リ
ア

ル
番
号
を
入
力
す
る
と
、ゲ
ー
ム
内
で
限
定
ア
イ
テ
ム

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

切
符
は
３
種
類
あ
り【
中
村
・
宿
毛
線
】【
ご
め
ん
な
は

り
線
】は
そ
れ
ぞ
れ
の
線
の
１
日
乗
り
放
題
切
符
で
す
。

　

【
高
知
県
横
断
】
は
中
村
・
宿
毛
線
、
ご
め
ん
な
は
り

線
と
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
の
窪
川
〜
後
免
の
２
日
間
乗
り
放

題
切
符
で
す
。

※

普
通
列
車
・
快
速
列
車
・
特
急
列
車
自
由
席
乗
り
放

　

題
、何
回
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。

・
発
売
期
間：

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　

（
高
知
県
横
断
は
30
日
ま
で
）

・
利
用
期
間：

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

・
販
売
場
所：

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
安
芸
駅
、奈
半
利
駅
、

　
　
　
　
　

 

中
村
駅
、宿
毛
駅
お
よ
び
土
佐
く
ろ
し
お

　
　
　
　
　

 
鉄
道
の
車
掌

・
コ
ロ
カ
カ
ー
ド
交
換
所：

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
安
芸
駅
、

奈
半
利
駅
、中
村
駅
、宿
毛
駅

・
販
売
額

　

中
村
・
宿
毛
線
　
　

  
大
人
４
３
０
０
円
、小
児
１
９
０
０
円

　

ご
め
ん
な
は
り
線
　

大
人
２
１
０
０
円
、小
児
８
０
０
円

　

高
知
県
横
断
　
　
　

大
人
９
０
０
０
円
、小
児
４
２
５
０
円

※

小
児
切
符
は
コ
ロ
カ
カ
ー
ド
交
換
の
対
象
外
と
な

　

り
ま
す
。

　

使
い
方
に
よ
っ
て
は
、通
常
の
切
符
と
比
較
し
て
も

お
得
な
切
符
と
な
っ
て
い
ま
す
。ゲ
ー
ム
を
す
る
方
も

し
な
い
方
も
、ぜ
ひ
ご
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ先】土佐くろしお鉄道株式会社 営業課（土佐くろしお鉄道中村駅内）
☎（３５）４９６２　　ＦＡＸ（３４）２２９９
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く90

　

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
以
上
、

元
気
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
誰
も
が

願
っ
て
い
ま
す
。
今
や
平
均
寿
命
は

百
歳
に
も
な
ろ
う
か
と
い
わ
れ
る
時

代
で
す
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
百
歳
も
、

本
人
や
周
囲
の
者
の
努
力
が
無
い
限

り
不
可
能
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
し
か
お
目
に
か
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
百
歳
を
越

え
て
も
な
お
、
ば
り
ば
り
の
現
役
で

仕
事
を
し
て
い
る
お
医
者
さ
ん
が
い

ま
す
。病
院
だ
け
で
な
く
、講
演
な
ど

の
社
会
活
動
も
さ
れ
て
い
た
り
、
若

い
人
と
一
緒
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ま
で

行
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
開
い
て

い
る
と
か
。
十
年
先
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
つ
ま
っ
て
い
て
、
超
多
忙
な
毎

日
だ
、と
も
き
き
ま
し
た
。

　

普
通
な
ら
、
お
金
持
ち
の
お
医
者

さ
ん
、
何
不
自
由
な
い
暮
ら
し
が
で

き
る
身
分
な
の
に
、
ど
う
し
て
も
っ

と
暢
気
に
楽
し
く
や
っ
て
も
よ
さ
そ

う
に
も
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
は
間

違
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
超
多
忙
だ

か
ら
こ
そ
元
気
に
長
生
き
で
き
る
の

で
は
と
も
思
え
る
か
ら
で
す
。

　

世
の
中
に
は
「
忙
し
く
て
死
に
そ

う
だ
」と
い
う
人
と「
ヒ
マ
で
死
に
そ

う
だ
」と
い
う
人
が
い
ま
す
。

　

昔
、
親
た
ち
か
ら
「
貧
乏
ヒ
マ
な

し
」
と
よ
く
愚
痴
を
聞
か
さ
れ
ま
し

た
。
聞
く
た
び
に
イ
ヤ
な
現
実
だ
な

あ
と
嘆
い
た
も
の
で
し
た
が
、
親
た

ち
も
貧
し
い
う
え
に
ヒ
マ
だ
っ
た

と
し
た
ら
、も
っ
と
辛
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
の
お
医
者
さ
ん
の
元
気
さ
は
、

忙
し
く
て
病
気
に
な
っ
て
い
る
ヒ

マ
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
、元
気
で
い
た
い
か

ら
わ
ざ
と
忙
し
く
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首

相
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
元
大
統

領
は
、ほ
ぼ
同
時
代
に
世
界
を
動
か

し
た
方
々
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
仕

事
を
辞
め
た
と
た
ん
に
、そ
ろ
っ
て
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
な
っ
た
と
聞

き
世
界
中
が
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

な
ぜ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
と
い
う
理
由
が
、私
ど
も
に

わ
か
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
素

人
流
に
考
え
て
み
る
と
、辞
め
て
ヒ

マ
が
で
き
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
想
像
も
で
き
そ
う

で
す
。

　

同
志
で
あ
る
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
か
っ

た
ら
、何
よ
り
も
忙
し
く
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
日
本
人
の
、

平
均
寿
命
百
歳
の
栄
光
を
、み
ん
な

で
勝
ち
取
る
た
め
、手
当
た
り
次
第

に
何
か
を
見
付
け
て
、走
り
回
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

の
ん  

き

下記日程で日本年金機構による年金相談を行います。どうぞお気軽にご利用ください。

日　時　11月15日（木）　10時～12時、13時～15時　　　　場　所　西土佐総合支所
持参するもの　ご本人・代理人確認のための身分証明書（運転免許証等）、年金手帳、年金証書等
　※代理人の場合は委任状（基礎年金番号、相談内容、交付物の記載）が必要になります。

　※当日、年金に関するデータの交付を希望される場合は、身分証明書として運転免許証、パスポー
　　トなど公的機関の発行した有効期限内の顔写真付身分証明書が必要となります。

【問い合わせ先】
　　　　　　　日本年金機構幡多年金事務所（中村東町2丁目4‐10）　☎（34）1616
　　　　　　　（本　　庁）市民課 市民係　　　　　　　　　　　　 ☎（34）1113
　　　　　　　（総合支所）市民課 西土佐市民国保分室　　　　　　 ☎（52）1111

年金相談のお知らせ
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「広報四万十」11月号は11月7日(水)発送予定です「広報四万十」11月号は11月7日(水)発送予定です

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用
者の名義を変更するときは、事前に下記までご連絡
をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 水　道　課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

市民病院
山下整形外科
竹本病院
市民病院
小原外科胃腸科
吉井病院
市民病院
中村病院

）
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）
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☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）3 1 7 7

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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こ
こ
最
近
妙
な

天
気
が
続
き
ま
し

た
。「
は
た
フ
ェ
ス

２
０
１
２
」（
11
頁
）

の
当
日
、
始
ま
っ
て

し
ば
ら
く
は
青
空

が
見
え
て
い
ま
し

た
が
、
途
中
で
も
の

す
ご
い
土
砂
降
り

に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
で
中

止
に
な
っ
た
催
し

も
い
く
つ
か
あ
り
、

と
て
も
残
念
で
す
。

今
度
は
よ
い
天
気

に
恵
ま
れ
ま
す
よ

う
に
。

（
誉
也
）

先月号で掲載した世帯数に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。
※7月末日の世帯数

（誤）16,502世帯　→　（正）16,456世帯

10月実施の統計調査

調　査　名 調　査　該　当　地　区

家計調査
右山元町２～３丁目、駅前町、
中村本町２丁目、一条通３～５丁目

家計消費状況調査
不明
※国主管の調査のため該当地区の詳細は不明です

毎月勤労統計調査（二種） 西土佐

労働力調査 具同田黒3丁目

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎ 088(823)9344

遅咲きのヒマワリ
～ボクの人生、リニューアル～
遅咲きのヒマワリ
～ボクの人生、リニューアル～

フジテレビ系列　10月スタート　毎週火曜日　夜９時～

【キャスト】
　　生田斗真、真木よう子、桐谷健太、香椎由宇、柄本佑、

木村文乃、国仲涼子、松重豊　ほか　

　四万十市を舞台に将来への漠然とした夢と不安を持ちながらも、変わらない平凡な毎日をもがきながら暮
らす男女７人の若者たちを描く、どこか懐かしくも新しい群像ドラマ。主人公は四万十市が募集をした「地域
おこし協力隊」に入るために東京から移住をして来た青年、相手役は市民病院の女性医師、という設定です。

生田斗真さんのコメント－ドラマにかける意気込みは？

　「連続ドラマに3年半振りに主演させていただくことになりました。

毎日の生活を精一杯生きていく中で、ふと立ち止まって振り返ってみる

と、このままでいいのだろうかと不安になったり、急に焦り出したりす

るというのは、僕らの世代にとってとてもリアルな感情だと思います。

そういった、悩みや不安を抱えた人達に、そっと優しく寄り添いながら、

一緒に立ち上がって行こう！と、後押しが出来るようなドラマにしたい

と思います」

※ 市も全面的に支援しています。市民の皆様も撮影にご協力をお願いします。

市民病院でのロケ
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